
IS-IS コマンド

このモジュールは、Cisco NCS 5000シリーズルータで Intermediate System-to-Intermediate System
（IS-IS）プロトコルの設定およびモニタに使用するコマンドについて説明します。

IS-ISの概念、設定タスクおよび例に関する詳細については、Cisco NCS 5000シリーズルータの
ルーティング設定ガイドの「Implementing IS-IS on Routing Command Reference for Cisco NCS 5000
Series Routers module」を参照してください。

現在は、デフォルトの VRFのみがサポートされています。VPNv4、VPNv6および VPNルー
ティング/転送（VRF）のアドレスファミリは、今後のリリースでサポートされる予定です。
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address-family（IS-IS）
標準 IPVersion 4（IPv4）および IPVersion 6（IPv6）アドレスプレフィックスを使用する Intermediate
System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティングを設定するためにアドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードを開始するには、XRコンフィギュレーションモードまたはインターフェ
イスコンフィギュレーションモードで、address-familyコマンドを使用します。アドレスファミ
リのサポートをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

address-family {ipv4| ipv6} {unicast}

no address-family {ipv4| ipv6} {unicast}

___________________
構文の説明 IPv4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

IPv6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリは指定されません。デフォルトの Subsequent Address Family Identifier（SAFI）

はユニキャストです。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン アドレスファミリコンフィギュレーションモードでルータまたはインターフェイスを配置する

には、address familyコマンドを使用します。ルータアドレスファミリコンフィギュレーション
モードで、標準 IPv4または IPv6アドレスプレフィックスを使用するルーティングを設定できま
す。アドレスファミリは、インターフェイスコンフィギュレーションモードで指定する必要が

あります。インターフェイスアドレスファミリコンフィギュレーションモードで、IPv4または
IPv6のインターフェイスパラメータを変更できます。

アドレスファミリは、単一のアドレスファミリを対象とするパラメータを設定するために指定す

る必要があります。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスで IS-ISルータプロセスを設定する例を示しま

す。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface HundredGigE 0/1/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if-af)#
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adjacency-check disable
helloパケットで隣接の形成前に実行される Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）IP
Version 4（IPv4）または IP Version 6（IPv6）プロトコルサポートの整合性検査を抑制するには、
アドレスファミリコンフィギュレーションモードで adjacency-check disableコマンドを使用しま
す。この機能を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

adjacency-check disable

no adjacency-check disable

___________________
コマンドデフォルト 隣接チェックはイネーブルです。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン IS-ISは helloパケットで一貫性チェックを実行し、同じプロトコルのセットをサポートするネイ

バールータとだけ隣接を形成します。IPv4と IPv6の両方で IS-ISを実行するルータは、IPv4対応
IS-ISだけを実行するルータとは隣接を形成しません。

IPv6 IS-ISの整合性検査を抑制し、IPv4 IS-ISルータが IPv4 IS-ISおよび IPv6を実行するルータと
隣接を形成できるようにするには、adjacency-checkdisableコマンドを使用します。IS-ISは、IPv4
IS-ISだけを実行するルータと IPv6だけを実行するルータとの間で隣接を形成することはありま
せん。

また、adjacency-check disableコマンドは、IPv4または IPv6サブネットの整合性検査を抑制し、
IPv4または IPv6サブネットを共通して持っているかに関係なく、IS-ISが他のルータと隣接を形
成できるようにします。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、隣接チェックをディセーブルにするコマンド例を示します。
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次に、ネットワーク管理者が既存の IPv4 IS-ISネットワークに IPv6を導入し、すべての隣接ルー
タが IPv6を使用するように設定されるまで、隣接ネイバーからチェックする helloパケットの
チェックをディセーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv6 |ipv4
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# adjacency-check disable
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circuit-type
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルに使用される隣接のタイプを設定す
るには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで circuit-typeコマンドを使用します。
回線タイプをレベル 1とレベル 2にリセットするには、このコマンドの no形式を使用します。

circuit-type {level-1| level-1-2| level-2-only}

no circuit-type

___________________
構文の説明

インターフェイスを介して、レベル 1の隣接だけを確立します。level-1

可能な場合、レベル 1とレベル 2の両方の隣接を確立します。level-1-2

インターフェイスを介して、レベル 2の隣接だけを確立します。level-2-only

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの隣接タイプは、レベル 1とレベル 2の隣接です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン circuit-typeコマンドによって許容された場合でも、隣接は確立できません。隣接を確立するため

の適切な方法は、is-type, （44ページ）コマンドを使用して、ルータをレベル 1、レベル 1とレ
ベル 2、またはレベル 2だけのシステムとして設定することです。エリア（レベル 1とレベル 2
のネットワーキングデバイス）間にあるネットワーキングデバイスに限り、一部のインターフェ

イスをレベル 2だけに設定し、未使用のレベル 1 helloパケットを送信することで帯域幅の無駄遣
いを防止する必要があります。ポイントツーポイントインターフェイスでは、レベル 1とレベル
2 helloパケットが同じパケット内にあることを忘れないでください。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、レベル1の隣接を tenGigEインターフェイス0/2/0/0のネイバーに、レベル2の隣接を tenGigE

インターフェイス 0/5/0/2上のすべてのレベル 2対応ルータに設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# is-type level-1-2
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/2/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# circuit-type level-1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/5/0/2
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# circuit-type level-2-only

次の例では、is-typeコマンドが設定されているため、レベル 2の隣接だけが確立されます。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# is-type level-2-only
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/2/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# circuit-type level-1-2
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clear isis process
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インスタンスまたはすべての IS-ISインスタンス
に対するリンクステートパケット（LSP）データベースと隣接データベースセッションをクリア
するには、XR EXECモードで clear isis processコマンドを使用します。

clear isis [instance instance-id] process

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスだけに IS-ISセッションを指定し
ます。

• instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたインスタ
ンス ID（英数字）です。

instanceinstance-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン すべての IS-ISインスタンスをクリアするには、キーワードを指定しないで clear isis processコマ

ンドを使用します。指定された IS-ISインスタンスをクリアするには、instanceinstance-idキーワー
ドおよび引数を追加します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、インスタンス 1でクリアされる IS-IS LSPデータベースと隣接セッションの例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# clear isis instance 1 process
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clear isis route
トポロジ内の Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルートをクリアするには、XR
EXECモードで clear isis routeコマンドを使用します。

clear isis [instance instance-id] {afi-all| ipv4| ipv6} {unicast| safi-all} [topology topo-name] route

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスだけに IS-ISセッションを指定し
ます。

• instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたインスタ
ンス ID（英数字）です。

instanceinstance-id

IP Version 4（IPv4）アドレスプレフィックスおよび IP Version 6（IPv6）
アドレスプレフィックスを指定します。

afi-all

IPv4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

IPv6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

ユニキャストアドレスプレフィックスを指定します。unicast

すべてのセカンダリアドレスプレフィックスを指定します。safi-all

（任意）トポロジテーブル情報およびトポロジテーブル名を指定しま

す。

topologytopo-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0
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___________________
使用上のガイドライン 指定されたトポロジからルートをクリアするか、トポロジが指定されていない場合にすべてのト

ポロジ内のすべてのルートをクリアするには、clear isis routeコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

実行isis

読み取り、書き込みrib

読み取り、書き込みbasic-services

___________________
例 次に、IPv4ユニキャストアドレスプレフィックスを持つルートをクリアする例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# clear isis ipv4 unicast route
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clear isis statistics
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）統計情報をクリアするには、XR EXECモード
で clear isis statisticsコマンドを使用します。

clear isis [instance instance-id] statistics [type interface-path-id]

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り IS-ISセッションをクリアしま
す。

• instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたインスタンス
ID（英数字）です。

instanceinstance-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、showinterfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン show isis statisticsコマンドによって表示される情報をクリアするには、clear isis statisticsコマン

ドを使用します。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

実行isis

読み取り、書き込みrib

読み取り、書き込みbasic-services

___________________
例 次に、クリアされる、指定されたインターフェイスの IS-IS統計情報の例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# clear isis instance 23 statistics
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csnp-interval
Complete SequenceNumber PDU（CSNP）パケットがブロードキャストインターフェイスに定期的
に送信される間隔を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードでcsnp-interval
コマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

csnp-interval seconds [level {1| 2}]

no csnp-interval seconds [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

マルチアクセスネットワーク上のCSNPの伝送の間隔（秒単位）。この間
隔は指定ルータだけに適用されます。範囲は 0～ 65535秒です。

seconds

（任意）レベル 1とレベル 2に対して個別に CSNPの伝送間隔を指定しま
す。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト seconds：10秒

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン csnp-intervalコマンドは、指定されたインターフェイスの指定ルータ（DR）だけに適用されま

す。DRだけがデータベースの同期を維持するために CSNPパケットを送信します。CSNPイン
ターバルはレベル 1とレベル 2で別々に設定できます。

ポイントツーポイントサブインターフェイスでの csnp-intervalコマンドの使用は、IS-ISメッシュ
グループ機能と組み合わせた場合に限り意味があります。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

実行isis
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動作タスク ID

読み取り、書き込みrib

読み取り、書き込みbasic-services

___________________
例 次に、レベル 1の CSNP間隔を 30秒に設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/0/2/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# csnp-interval 30 level 1
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default-information originate（IS-IS）
デフォルトのルートを Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティングドメインに
生成するには、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで default-information originate
コマンドを使用します。default-information originateコマンドを設定ファイルから削除し、シス
テムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

default-information originate [external| route-policy route-policy-name]

no default-information originate [external| route-policy route-policy-name]

___________________
構文の説明

（任意）外部ルートとして開発

されたデフォルトルートをイ

ネーブルにします。

external

（任意）デフォルトルートの状

態を定義します。

route-policy

（任意）ルートポリシーの名

前。

route-policy-name

___________________
コマンドデフォルト デフォルトルートは IS-ISルーティングドメインには生成されません。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン default-information originateコマンドを使用して設定されたルータがルーティングテーブルに

0.0.0.0へのルートを持っている場合、IS-ISはリンクステートパケット（LSP）で 0.0.0.0に対する
アドバタイズメントを発信します。

ルートポリシーが設定されていない場合、デフォルトでレベル 2 LSP内だけにアドバタイズされ
ます。レベル 1ルーティングの場合、デフォルトルートを検索する別のプロセスがあります。こ
のプロセスは、最も近いレベル 1とレベル 2ルータを検索します。最も近いレベル 1とレベル 2
ルータは、レベル 1 LSP内の Attachビット（ATT）を調べることで見つけることができます。
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ルートポリシーは次の 2つの目的で使用できます。

•ルータでレベル 1 LSP内にデフォルトルートを生成させる。

• 0.0.0.0/0を条件付きでアドバタイズするため。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、デフォルト外部ルートを IS-ISドメインに生成する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# default-information originate
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disable（IS-IS）
指定されたインターフェイス上の Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）トポロジを
ディセーブルにするには、インターフェイスアドレスファミリコンフィギュレーションモード

で disableコマンドを使用します。この機能を削除するには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

disable

no disable

___________________
コマンドデフォルト IS-ISプロトコルはイネーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、tenGigEインターフェイス 0/1/0/1上で IPv4ユニキャストの IS-ISプロトコルをディセーブ

ルにする例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/1/0/1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if-af)# disable
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distance（IS-IS）
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルによって検出されたルートに割り当
てられるアドミニストレーティブディスタンスを定義するには、アドレスファミリコンフィギュ

レーションモードで distanceコマンドを使用します。コンフィギュレーションファイルから
distanceコマンドを削除して、ソフトウェアがディスタンス定義を削除するようにシステムをデ
フォルト状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

distance weight [prefix mask| prefix/length | [prefix-list-name]]

no distance [weight] [prefix mask| prefix/length| [prefix-list-name]]

___________________
構文の説明 IS-ISルートに割り当てられるアドミニストレーティブディスタンス。値の

範囲は 1～ 255です。
weight

（任意）prefix引数は、IPアドレスを 4分割ドット付き 10進表記で指定しま
す。

prefix

（任意）IPアドレスマスク。mask

（任意）IPプレフィックスの長さ。これは、プレフィックス（アドレスの
ネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数を示す 10進数値
です。10進数値の前にスラッシュを付ける必要があります。IPv4アドレス
の場合の範囲は 0～ 32、IPv6アドレスの場合の範囲は 0～ 128です。

/length

（任意）アドミニストレーティブディスタンスが適用されるルートのリス

ト。

prefix-list-name

___________________
コマンドデフォルト weight：115

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0
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___________________
使用上のガイドライン アドミニストレーティブディスタンスは 1～ 255の整数です。通常は、値が大きいほど、信頼性

の格付けが下がります。255のアドミニストレーティブディスタンスは、ルーティング情報源が
まったく信頼できないため、無視すべきであることを意味します。重み値は主観的に選択します。

重み値を選択するための定量的方法はありません。

distanceコマンドは、IS-ISルートがルーティング情報ベース（RIB）に挿入されるときに適用さ
れるアドミニストレーティブディスタンスを設定し、他のプロトコルによって検出された同じ宛

先アドレスへのルートよりもこれらのルートが優先される可能性に影響を与えるために使用しま

す。

address/prefix-length引数は、距離を適用する送信元ルータを定義します。つまり、各 IS-ISルート
は、他のルータによってアドバタイズされ、このルータが IS-ISルートを識別するアドレスをアド
バタイズします。この送信元アドレスは、show isis route detailコマンドの出力に表示されます。

distanceコマンドは、指定されたプレフィックスにアドレスが一致するルータによってアドバタ
イズされるルートに適用されます。その後、prefix-list-name引数を使用して、distanceコマンドが
特定のルートだけに影響を及ぼすように改良できます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、IDが 1.0.0.0/8に含まれるルータによってアドバタイズされる 2.0.0.0/8および 3.0.0.0/8（ま

たは、より具体的なプレフィックス）へのすべてのルートに距離10を割り当てる例を示します。
他のすべてのルートには、距離 80が割り当てられます。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# ipv4 prefix-list target_routes
RP/0/RP0/CPU0:router(config-ipv4_pfx)# permit 2.0.0.0/8
RP/0/RP0/CPU0:router(config-ipv4_pfx)# permit 3.0.0.0/8
RP/0/RP0/CPU0:router(config-ipv4_pfx)# deny 0.0.0.0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-ipv4_pfx)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# distance 10 1.0.0.0/8 target_routes
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# distance 80
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hello-interval（IS-IS）
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルソフトウェアによって送信される連
続 helloパケット間の間隔を指定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで
hello-intervalコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドのno形式を使用し
ます。

hello-interval seconds [level {1| 2}]

no hello-interval [ seconds ] [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

連続 helloパケット間の間隔を表す整数（秒単位）。デフォルトでは、helloイン
ターバル secondsの 3倍の値が、送信される helloパケットの hold timeとしてア
ドバタイズされます。（この乗数3はhello-multiplierコマンドを使用して変更で
きます）。helloインターバルが狭まると、トポロジ変更の検出も速くなります
が、ルーティングトラフィック量は増大します。範囲は 1～ 65535秒です。

seconds

（任意）レベル 1とレベル 2の hello間隔を個別に指定します。ブロードキャス
トインターフェイスだけに指定されます。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト seconds：10秒

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン hello間隔は、シリアルポイントツーポイントインターフェイスを除き、レベル 1およびレベル

2について個別に設定できます（1つのタイプの helloパケットのみがシリアルリンクで送信され
るため、そのパケットはレベル 1またはレベル 2に依存しません）。レベル 1およびレベル 2を
個別に設定すると、LANインターフェイスで使用されます。
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hello間隔が短いほどコンバージェンスがすばやく行われますが、帯域幅と CPUの使用が増加
します。また、ネットワークが不安定になることもあります。

（注）

hello間隔が長いほど帯域幅と CPUが節約されます。特に、より大きい hello乗数と組み合わせて
使用する場合、この戦略によりネットワークの全体的な安定性が増加します。

ポイントツーポイントリンクの場合、IS-ISはレベル 1とレベル 2に対して単一の helloだけを送
信し、ポイントツーポイントリンクでの levelキーワードを無意味なものにします。ポイントツー
ポイントインターフェイスの helloパラメータを変更するには、levelキーワードを省略します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、tenGigE 0/6/0/0を設定して、レベル 1トポロジルートに対して 5秒ごとに helloパケットを

アドバタイズする例を示します。この状況では、より長い間隔を設定する場合よりもトラフィッ

クが増加しますが、トポロジの変更がよりすばやく検出されます。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/6/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# hello-interval 5 level 1
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hello-multiplier
ルータが隣接をダウンしていると宣言する前にネイバーが受信に失敗する必要がある Intermediate
System-to-Intermediate System（IS-IS）helloパケットの数を指定するには、インターフェイスコン
フィギュレーションモードで hello-multiplierコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

hello-multiplier multiplier [level {1| 2}]

no hello-multiplier [ multiplier ] [level {1| 2}]

___________________
構文の説明 IS-IS helloパケットのアドバタイズされる hold timeは、hello間隔の hello乗数倍に

設定されます。範囲は 3～ 1000です。ネイバーは、アドバタイズされた hold time
中に IS-IS helloパケットを受信しなかった場合に、このダウンしているルータに隣
接を宣言します。hold time（つまり hello乗数と hello間隔）は個別のインターフェ
イスごとに設定し、1つのエリア内の異なるネットワーキング装置間で異なるよう
に設定できます。

小さい hello乗数を使用するとコンバージェンスが迅速になりますが、ルーティン
グの不安定性が増加する可能性があります。必要に応じて hello乗数を大きくする
ことで、ネットワークの安定性を確保できます。hello乗数を、デフォルト値の 3
より小さい値に設定しないでください。

multiplier

（任意）レベル 1またはレベル 2の隣接に対して個別に hello乗数を指定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト multiplier：3

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0
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___________________
使用上のガイドライン IS-IShelloパケットで伝送される「保持時間」によって、ネイバーがダウンとして宣言される前に

次の helloパケットを待機する時間が決定されます。この値によって、障害状態のリンクやネイ
バーの検出とルート再計算にかかる時間が決まります。

helloパケットが頻繁に失われ、IS-IS隣接が不必要に失敗する場合は、hello-multiplierコマンドを
使用します。hello乗数を増やし、それに応じてhello間隔を短くすることで（hello-interval（IS-IS）,
（24ページ）コマンド）、リンク障害を検出するのに必要な時間を増やすことなく helloプロト
コルの信頼性を向上させることができます。

ポイントツーポイントリンクでは、レベル 1とレベル 2の両方に対して 1つの helloだけが存在
します。X.25、Frame Relay、ATMなどのマルチポイントモードの非ブロードキャストマルチア
クセス（NBMA）ネットワークでは、レベル 1とレベル 2に別々の helloパケットも送信されま
す。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、多数（10個）の helloパケットが失われたときに限り、隣接がダウンしていることを確認

することで、ネットワーク管理者がネットワークの安定性を向上させる例を示します。リンク障

害の検出にかかる総時間は60秒です。この戦略は、リンクが完全に輻輳しているときでも、ネッ
トワークが安定した状態で置かれていることを確認します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/2/0/1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# hello-interval 6
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# hello-multiplier 10
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hello-padding
ルータ上のすべての IS-ISインターフェイスの Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）
helloプロトコルデータユニット（IIH PDU）上にパディングを設定するには、インターフェイス
コンフィギュレーションモードでhello-paddingコマンドを使用します。パディングを抑制するに
は、このコマンドの no形式を使用します。

hello-padding {disable| sometimes} [level {1| 2}]

no hello-padding {disable| sometimes} [level {1| 2}]

___________________
構文の説明 helloパディングを抑制します。disable

隣接の形成時に限り helloパディングをイネーブルにします。sometimes

（任意）レベル 1またはレベル 2の helloパディングを個別に指定し
ます。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト helloパディングはイネーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン helloパディングを抑制して、ネットワークリソースを保存することが必要な場合もあります。回

線の速度が低いほど、パディングオーバーヘッドの割合（パーセンテージ）が高くなります。

helloパディングを抑制する前に、物理およびデータリンク層のコンフィギュレーションを認識し
てこれらを制御し、ネットワーク層でのルータコンフィギュレーションも認識する必要がありま

す。

ポイントツーポイントリンクの場合、IS-ISはレベル 1とレベル 2に対して単一の helloだけを送
信し、ポイントツーポイントリンクでの levelキーワードを無意味なものにします。ポイントツー
ポイントインターフェイスの helloパラメータを変更するには、levelキーワードを省略します。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、インターフェイス tenGigE 0/2/0/1のローカルエリアネットワーク（LAN）回線上で IS-IS

helloパディングを抑制する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/2/0/1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# hello-padding disable
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hello-password
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インターフェイスの認証パスワードを設定する
には、インターフェイスコンフィギュレーションモードで hello-passwordコマンドを使用しま
す。認証をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

hello-password [hmac-md5| text] [clear| encrypted] password [level {1| 2}] [send-only]

no hello-password [hmac-md5| text] [clear| encrypted] password [level {1| 2}] [send-only]

___________________
構文の説明

（任意）パスワードが HMAC-MD5認証を使用するように指定します。hmac-md5

（任意）パスワードがクリアテキストパスワード認証を使用するように

指定します。

text

（任意）パスワードが暗号化されないように指定します。clear

（任意）双方向アルゴリズムを使用してパスワードを暗号化することを指

定します。

encrypted

インターフェイスに割り当てられる認証パスワード。password

（任意）パスワードが、レベル 1プロトコルデータユニット（PDU）用
であるか、レベル 2 PDU用であるかを指定します。

level {1 | 2}

（任意）パスワードが、送信されるプロトコルデータユニット（PDU）
だけに適用され、受信される PDUには適用されないように指定します。

send-only

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

password：暗号化テキスト

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0
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___________________
使用上のガイドライン textパスワードが設定される場合、パスワードはクリアテキストとして交換されます。したがっ

て、hello-passwordコマンドは、制限されたパスワードを提供します。

hmac-md5パスワードが設定されている場合、パスワードはネットワークを介して送信されず、
代わりに交換データの完全性を確認するための暗号化チェックサムを計算するために使用されま

す。

ポイントツーポイントリンクの場合、IS-ISはレベル 1とレベル 2に対して単一の helloだけを送
信し、ポイントツーポイントリンクでの levelキーワードを無意味なものにします。ポイントツー
ポイントインターフェイスの helloパラメータを変更するには、levelキーワードを省略します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、tenGigE 0/2/0/3インターフェイス上で動作する helloパケットの HMAC-MD5認証によって

パスワードを設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/2/0/3
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# hello-password hmac-md5 clear mypassword
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hello-password keychain
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インターフェイスの認証パスワードキーチェー
ンを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで hello-passwordkeychain
コマンドを使用します。認証パスワードキーチェーンをディセーブルにするには、このコマンド

の no形式を使用します。

hello-password keychain keychain-name [level {1| 2}] [send-only]

no hello-password keychain keychain-name [level {1| 2}] [send-only]

___________________
構文の説明

設定するキーチェーンを指定するキーワード。認証パスワードキーチェー

ンは、一括管理され、ピアツーピアグループの認証に使用されるキーの

シーケンスです。

keychain

キーチェーンの名前を指定します。keychain-name

（任意）キーチェーンが、レベル 1プロトコルデータユニット（PDU）
用であるか、レベル 2 PDU用であるかを指定します。

level {1 | 2}

（任意）キーチェーンが、送信されるプロトコルデータユニット（PDU）
だけに適用され、受信される PDUには適用されないように指定します。

send-only

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

password：暗号化テキスト

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン キーチェーンを指定して、2つの IS-ISピア間のキーチェーン認証をイネーブルにします。認証の

ヒットレスキーロールオーバーを実装するには、keychainkeychain-nameキーワードおよび引数を
使用します。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1のパスワードキーチェーンを設定し、tenGigEで認証のみを送信する例を示しま

す。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/1/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# hello-password keychain mykeychain level 1 send-only
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hello-password accept
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インターフェイスの追加認証パスワードを設定
するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで hello-password acceptコマンドを
使用します。認証をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

hello-password accept {clear| encrypted} password [level {1| 2}]

no hello-password accept {clear| encrypted} password [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

パスワードを暗号化しないことを指定します。clear

双方向アルゴリズムを使用してパスワードを暗号化することを指定

します。

encrypted

割り当てる認証パスワード。password

（任意）レベル1またはレベル2のパスワードを個別に指定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン IS-ISインターフェイスの追加パスワードを設定するには、hello-password acceptコマンドを使用

します。認証パスワードは、受け入れるパスワードが対応するレベルに設定可能になる前に、

hello-passwordコマンドを使用して設定する必要があります。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、パスワードを設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/2/0/3
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# hello-password accept encrypted 111D1C1603
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hostname dynamic disable
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティングプロトコルのダイナミックホスト
名マッピングをディセーブルにするには、XRコンフィギュレーションモードでhostnamedynamic
コマンドを使用します。指定したコマンドをコンフィギュレーションファイルから削除してシス

テムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

hostname dynamic disable

no hostname dynamic disable

___________________
構文の説明

ダイナミックホスト命名をディセーブルにします。disable

___________________
コマンドデフォルト ルータ名は、システム IDに動的にマッピングされます。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン IS-ISルーティングドメインでは、各ルータは 6バイト 16進数表記のシステム IDによって表され

ます。ネットワーク管理者がネットワーキングデバイスを保守およびトラブルシューティングす

る場合、ルータ名と対応するシステム IDを知っている必要があります。

リンクステートパケット（LSP）には、ドメイン全体にわたりマッピング情報を伝送するタイプ、
長さ、値（TLV）の中にダイナミックホスト名が含まれています。ネットワーク内のすべてのルー
タは、LSPから TLVを受信すると、それをマッピングテーブルに導入しようとします。次に、
ルータは、システム IDをルータ名に変換する必要があるときにマッピングテーブルを使用しま
す。

マッピングテーブル内のエントリを表示するには、show isis hostnameコマンドを使用します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、システム IDへのホスト名のダイナミックマッピングをディセーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# hostname dynamic disable
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ignore-lsp-errors
ルータのデフォルト設定を上書きして、内部チェックサムエラーとなる受信された Intermediate
System-to-Intermediate System（IS-IS）リンクステートパケット（LSP）を無視するには、XRコン
フィギュレーションモードで ignore-lsp-errorsdisableコマンドを使用します。IS-IS LSPエラー無
視をイネーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

ignore-lsp-errors disable

no ignore-lsp-errors disable

___________________
構文の説明

コマンドの機能をディセーブルにします。disable

___________________
コマンドデフォルト システムは、発信側に LSPを再生成させる壊れた LSPを除去します。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン IS-ISプロトコル定義では、データリンクチェックサムが不正な受信 LSPを受信側が除去するこ

とになっています。これにより、パケットの発信側は LSPを再生成します。ただし、データの破
損を引き起こすリンクがネットワークに含まれており、同時に、正しいデータリンクチェックサ

ムによって LSPを配信している場合、大量のパケットの除去と再生成を繰り返す連続サイクルが
発生する可能性があります。この状況によりネットワークが機能しなくなる可能性があるため、

このコマンドを使用して、パケットを除去するのではなく、これらの LSPを無視します。

受信ネットワークデバイスは、リンクステートパケットを使用してルーティングテーブルを保

守します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、内部チェックサムエラーがある LSPを無視するようにルータに指示する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# ignore-lsp-errors disable
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interface（IS-IS）
インターフェイス上で Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルを設定するに
は、XRコンフィギュレーションモードで interfaceコマンドを使用します。インターフェイスの
IS-ISルーティングをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

interface type interface-path-id

no interface type interface-path-id

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ機
能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリストを

表示するには、showinterfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプを
参照してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスは指定されません。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン インターフェイスで IS-ISプロトコル操作がイネーブルになる前に、IS-ISインターフェイス上で

アドレスファミリが確立される必要があります。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、tenGigEインターフェイス 0/3/0/0上の IPv4に対する IS-ISマルチトポロジ設定をイネーブ

ルにする例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# net 49.0000.0000.0001.00
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/3/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if-af)# metric-style wide level 1
!
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# interface tenGigE 0/3/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-if)# ipv4 address 2001::1/64
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ispf
ネットワークトポロジを計算するために、incremental Shortest Path First（iSPF）アルゴリズムを設
定するには、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで ispfコマンドを使用します。
このアルゴリズム機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

ispf [level {1| 2}]

no ispf [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

（任意）レベル 1またはレベル 2の iSPFアルゴリズムを個別に設定
します。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト iSPFアルゴリズムは設定されません。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン iSPFアルゴリズムは、IS-ISが軽微な変更後にトポロジを再計算する必要がある場合に、プロセッ

サ負荷を減らすために使用する場合があります。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1で IPv4ユニキャストトポロジに対して iSPFを設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# ispf level 1
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is-type
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）エリアのルーティングレベルを設定するには、
XRコンフィギュレーションモードで is-typeコマンドを使用します。ルーティングレベルをデ
フォルトレベルに設定するには、このコマンドの no形式を使用します。

is-type {level-1| level-1-2| level-2-only}

no is-type [level-1| level-1-2| level-2-only]

___________________
構文の説明

ルータが、レベル 1（エリア内）ルーティングだけを実行するように指定しま
す。このルータが学習するのはそのエリア内の宛先だけです。レベル 2（エリ
ア間）ルーティングは、最も近いレベル 1～ 2ルータによって実行されます。

level-1

ルータが、レベル 1とレベル 2の両方のルーティングを実行するように指定し
ます。

level-1-2

ルーティングプロセスが、レベル2（エリア間）ルータとして動作することだ
けを指定します。このルータは、バックボーンの一部であり、それ自身のエリ

ア内のレベル 1だけのルータとは通信しません。

level-2-only

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン ルータがレベル 1ルーティングだけで設定される場合、このルータは、そのエリア内の宛先だけ

を学習します。レベル2（エリア間）ルーティングは、最も近いレベル1-2ルータにより実行され
ます。

ルータがレベル 2のルーティングだけで設定される場合、このルータはバックボーンの一部であ
り、それ自身のエリア内のレベル 1ルータとは通信しません。
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ルータは、エリア（レベル 1ルーティング）内の宛先に対して 1つのリンクステートパケット
データベース（LSDB）を持ち、Shortest Path First（SPF）計算を実行して、エリアトポロジを検
出します。また、他のすべてのバックボーン（レベル2）ルータのリンクステートパケット（LSP）
による別のリンクステートデータベース（LSDB）を持ち、別のSPF計算を実行して、バックボー
ンのトポロジと他のすべてのエリアの存在を検出します。

IS-ISルーティングプロセスのタイプを設定して、隣接の適切なレベルを確立することを強く推奨
します。ネットワーク内に 1つのエリアだけが存在する場合、レベル 1ルーティングアルゴリズ
ムとレベル 2ルーティングアルゴリズムの両方を実行する必要はありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、ルータがバックボーンの一部であり、レベル 1だけのルータと通信しないことを指定する

例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# is-type level-2-only
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log adjacency changes（IS-IS）
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）隣接の状態が変化したときに（アップまたはダ
ウン）、IS-ISインスタンスにログメッセージを生成させるには、XRコンフィギュレーション
モードで log adjacency changesコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンド
の no形式を使用します。

log adjacency changes

no log adjacency changes

___________________
コマンドデフォルト IS-ISインスタンスのログメッセージは生成されません。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン IS-IS隣接状態の変更をモニタするには、log adjacency changesコマンドを使用します。これは、

大規模ネットワークをモニタする場合に非常に役立つ場合があります。メッセージは、システム

エラーメッセージ機能を使用してロギングされます。メッセージは、次の 2つの形式のいずれか
にすることができます。

%ISIS-4-ADJCHANGE: Adjacency to 0001.0000.0008 (tenGigE 0/2/1/0) (L2) Up, new adjacency
%ISIS-4-ADJCHANGE: Adjacency to router-gsr8 (tenGigE 0/2/1/0) (L1) Down, Holdtime expired

コマンドのno形式を使用して、指定されたコマンドを設定ファイルから削除し、システムをコマ
ンドに関してデフォルトの状態に戻します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、ルータを設定して、隣接変更を記録する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# log adjacency changes
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log pdu drops
ドロップされる Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルデータユニット
（PDU）を記録するには、XRコンフィギュレーションモードで log pdu dropsコマンドを使用し
ます。この機能を無効にするには、このコマンドの no形式を使用します。

log pdu drops

no log pdu drops

___________________
コマンドデフォルト PDUロギングはディセーブルです。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン IS-IS PDUがドロップされていると疑われる場合にネットワークをモニタするには、log pdu drops

コマンドを使用します。PDUがドロップされた理由と現在の PDUドロップ統計情報が記録され
ます。

次に、PDUロギングの出力例を示します。

%ISIS-4-ERR_IIH_INPUT_Q_OVERFLOW: IIH input queue overflow: 86 total drops; 19 IIH drops,
44 LSP drops, 23 SNP drops
%ISIS-4-ERR_LSP_INPUT_Q_OVERFLOW: LSP input queue overflow: 17 total drops; 9 IIH drops,
3 LSP drops, 5 SNP drops

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、PDUロギングをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# log pdu drops
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lsp fast-flood threshold
リンクステートパケット（LSP）の高速フラッディングしきい値を設定するには、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードで lsp fast-flood thresholdコマンドを使用します。デフォル
ト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

lsp fast-flood threshold lsp-number [level {1| 2}]

no lsp fast-flood threshold [ lsp-number ] [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

バックツーバックで送信するLSPの数。範囲は1～4294967295です。lsp-number

（任意）レベル 1またはレベル 2の LSPのしきい値を個別に指定しま
す。

level {1|2}

___________________
コマンドデフォルト 10個の LSPがバックツーバックウィンドウで許可されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン LSPデータベースのコンバージェンスを加速するには、lsp fast-flood thresholdコマンドを使用し

ます。LSPは、インターフェイスを介して、指定された限度までバックツーバックで送信されま
す。限度を過ぎると、LSPは、LSPペーシング間隔で決められたとおり、次のバッチウィンドウ
で送信されます。

バックツーバックウィンドウの期間 = LSP間隔 * LSP高速フラッディングしきい値の限度。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、LSPしきい値を設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/3/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# lsp fast-flood threshold 234 level 1
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lsp-gen-interval
リンクステートパケット（LSP）生成の IS-ISスロットリングをカスタマイズするには、XRコン
フィギュレーションモードで lsp-gen-intervalコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

lsp-gen-interval [initial-wait initial] [secondary-wait secondary] [maximum-waitmaximum] [level {1| 2}]

no lsp-gen-interval [[initial-wait initial] [secondary-wait secondary] [maximum-wait maximum]] [level
{1| 2}]

___________________
構文の説明

最初の LSP生成の遅延（ミリ秒単位）を指定します。範囲は 0～
120000ミリ秒です。

initial-waitinitial

最初と 2番目の LSP生成間のホールドタイム（ミリ秒単位）を指
定します。範囲は 1～ 120000ミリ秒です。

secondary-waitsecondary

連続する 2回の LSP生成の間の最大間隔を指定します（ミリ秒単
位）。範囲は 1～ 120000ミリ秒です。

maximum-waitmaximum

（任意）レベル1またはレベル2のLSP間隔を個別に指定します。level {1|2}

___________________
コマンドデフォルト initial-waitinitial：50ミリ秒

secondary-waitsecondary：200ミリ秒

maximum-waitmaximum：5000ミリ秒

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン ネットワークの不安定性が長引いている期間中にLSPの再計算を繰り返すと、ローカルルータの

CPU負荷が増加する可能性があります。さらに、これらの再計算されたLSPをネットワーク内の
他の中継システムにフラッディングすると、トラフィックが増加し、他のルータがルート計算を

実行するために費やす時間が増加する可能性があります。
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ネットワークの不安定性が続いている間の LSPの生成速度を下げるには、lsp-gen-intervalコマン
ドを使用します。このコマンドは、ルータの CPU負荷を軽減し、IS-ISネイバーへの LSPの伝送
数を低減するのに役立ちます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、連続する 2回の LSP生成の間の最大間隔を 15ミリ秒に設定し、初期 LSP生成の増分を 5

ミリ秒に設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# lsp-gen-interval maximum-wait 15 initial-wait 5
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lsp-interval
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インターフェイス上で送信される連続リンクス
テートパケット（LSP）間の時間を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーション
モードで lsp-intervalコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式
を使用します。

lsp-interval milliseconds [level {1| 2}]

no lsp-interval [ milliseconds ] [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

連続する LSP間の遅延時間（ミリ秒）。範囲は 1～ 4294967295で
す。

milliseconds

（任意）レベル 1またはレベル 2の LSP遅延時間を個別に設定しま
す。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト milliseconds：33ミリ秒

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、レベル 1およびレベル 2で 100ミリ秒ごとに（10パケット/秒）LSPを送信するようにシス

テムを設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/2/0/1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# lsp-interval 100
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lsp-mtu
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）リンクステートパケット（LSP）の最大伝送単
位（MTU）のサイズを設定するには、XRコンフィギュレーションモードで lsp-mtuコマンドを
使用します。デフォルトに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

lsp-mtu bytes [level {1| 2}]

no lsp-mtu [ bytes ] [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

最大パケットサイズ（バイト数）。バイト数は、ネットワーク内の任意の

リンクの最小MTU以下の値に設定する必要があります。範囲は 128～ 4352
バイトです。

bytes

（任意）レベル 1またはレベル 2のルーティングを個別に指定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 通常の状態では、デフォルトMTUサイズで十分です。ただし、リンクのMTUサイズが 1500バ

イト未満の場合、ネットワーク内の各ルータでも同様にLSPMTUサイズを小さくする必要があり
ます。この処理を行わない場合、ルーティングは予測不能になります。

このガイドラインは、ネットワーク内のすべてのシスコネットワーキングデバイスに適用されま

す。ネットワーク内の任意のリンクでMTUサイズが減らされた場合、直接リンクに接続された
デバイスだけではなく、すべてのデバイスを変更する必要があります。

lsp-mtuコマンド（ネットワーク層）を mtuコマンド（物理層）で設定したリンクMTUサイ
ズより大きい値に設定しないでください。

（注）
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リンクMTUサイズを確認するには、show isis interface, （157ページ）コマンドを使用して値を表
示します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、MTUサイズを 1300バイトに設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# lsp-mtu 1300
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lsp-password
リンクステートパケット（LSP）認証パスワードを設定するには、XRコンフィギュレーション
モードで lsp-passwordコマンドを使用します。lsp-passwordコマンドを設定ファイルから削除
し、リンクステートパケット認証をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

lsp-password [[hmac-md5| text] [clear| encrypted] password| keychain keychain-name] [level {1| 2}]
[send-only] [snp send-only]

no lsp-password [[hmac-md5| text] [clear| encrypted] password| keychain keychain-name] [level {1| 2}]
[send-only] [snp send-only]

___________________
構文の説明

パスワードが HMAC-MD5認証を使用するように指定します。hmac-md5

パスワードがクリアテキストパスワード認証を使用するように指定し

ます。

text

パスワードを暗号化しないことを指定します。clear

双方向アルゴリズムを使用してパスワードを暗号化することを指定しま

す。

encrypted

割り当てる認証パスワード。password

（任意）キーチェーンを指定します。keychain

キーチェーンの名前。keychain-name

（任意）レベル 1またはレベル 2のパスワードを個別に指定します。level {1 | 2}

（任意）LSPと Sequence Number Protocol（SNP）データユニットが送
信されるときにパスワードを追加します。受信 LSPまたはシーケンス
番号 PDU（SNP）では認証は行われません。

send-only

（任意）SNPデータユニットが送信されるときにパスワードを追加し
ます。受信SNPでは認証は行われません。このオプションは、textキー
ワードが指定されている場合に利用できます。

snp send-only

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。
___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン textパスワードが設定される場合、パスワードはクリアテキストとして交換されます。したがっ

て、lsp-passwordコマンドは、限定的なセキュリティを提供します。

HMAC-MD5パスワードが設定されている場合、パスワードはネットワークを介して送信されず、
代わりに交換データの完全性を確認するための暗号化チェックサムを計算するために使用されま

す。

推奨されるパスワード設定は、受信および送信 SNPを認証することです。

SNPパスワードチェックをディセーブルにするには、snp send-onlyキーワードを lsp-password
コマンドで指定する必要があります。

（注）

追加パスワードを設定するには、lsp-password acceptコマンドを使用します。

キーチェーンを指定して、2つの IS-ISピア間のキーチェーン認証をイネーブルにします。認証の
ヒットレスキーロールオーバーを実装するには、keychainkeychain-nameキーワードおよび引数を
使用します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1とレベル 2の LSPと SNPパスワードを、1つは HMAC-MD5認証と暗号化、1つ

はクリアテキストパスワードと非暗号化を使用して別個に設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# lsp-password hmac-md5 clear password1 level 1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# lsp-password text clear password2 level 2
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lsp-password accept
追加のリンクステートパケット（LSP）認証パスワードを設定するには、XRコンフィギュレー
ションモードで lsp-password acceptコマンドを使用します。lsp-password acceptコマンドを設定
ファイルから削除し、システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドのno形式を使用し
ます。

lsp-password accept {clear| encrypted} password [level {1| 2}]

no lsp-password accept [{clear| encrypted} password [level {1| 2}]]

___________________
構文の説明

パスワードを暗号化しないことを指定します。clear

双方向アルゴリズムを使用してパスワードを暗号化することを指定

します。

encrypted

割り当てる認証パスワード。password

（任意）レベル1またはレベル2のパスワードを個別に指定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン lsp-password acceptコマンドは、システムでの受信 LSPとシーケンス番号 PDU（SNP）の検証時

に使用する追加パスワードを設定します。LSPパスワードは、受け入れるパスワードが対応する
レベルに設定可能になる前に、lsp-passwordコマンドを使用して設定する必要があります。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、受け入れるレベル 1 LSPと SNPパスワードを設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# lsp-password encrypted password1 level 1
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lsp-refresh-interval
異なるシーケンス番号（LSP）を含むリンクステートパケットの再生成間の時間を設定するには、
XRコンフィギュレーションモードで lsp-refresh-intervalコマンドを使用します。デフォルトの
リフレッシュ間隔に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

lsp-refresh-interval seconds [level {1| 2}]

no lsp-refresh-interval [seconds [level {1| 2}]]

___________________
構文の説明

更新間隔（秒単位）。範囲は 1～ 65535秒です。seconds

（任意）レベル 1またはレベル 2のルーティングを個別に指定しま
す。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト seconds：900秒（15分）

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 更新間隔によって、ソフトウェアが発信するルートトポロジ情報を定期的に送信する速度が決ま

ります。この動作を実行して情報の陳腐化を防止します。デフォルトでは、更新間隔は900秒（15
分）です。

LSPは、有効期間が切れる前に、定期的に更新する必要があります。更新間隔は、このルータコ
マンドで指定された LSPの有効期間未満である必要があります。更新間隔を短くすると、リンク
利用率の上昇と引き換えに、未検出のリンクステートデータベースの破損が続く時間が短縮され

ます（破損に対する他の予防措置があるため、このイベントが発生する可能性は極めて低いで

す）。間隔を長くすると、更新されたパケットのフラッディングによるリンク使用率が低下しま

す（ただしこの使用率は非常に低いです）。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、LSPの更新間隔を 10,800秒（3時間）に変更する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# lsp-refresh-interval 10800
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maximum-paths（IS-IS）
IPルーティングプロトコルがルーティングテーブルに導入するパラレルルートの最大数を設定
するには、アドレスファミリコンフィギュレーションモードでmaximum-pathsコマンドを使用
します。コンフィギュレーションファイルから maximum-pathsコマンドを除去して、ルーティ
ングプロトコルに関してシステムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの no形式を使
用します。

maximum-paths maximum

no maximum-paths

___________________
構文の説明 IS-ISがルーティングテーブルに導入できるパラレルルートの最大数。

範囲は1～ 32です
maximum

___________________
コマンドデフォルト 1～ 8のルート

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、1つの宛先に最大 16個のパスを許可する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
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RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# maximum-paths 16
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maximum-redistributed-prefixes（IS-IS）
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルがアドバタイズする再配布プレフィッ
クス数（集約の対象になる）の上限を指定するには、アドレスファミリモードで

maximum-redistributed-prefixesコマンドを使用します。この機能をディセーブルにするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

maximum-redistributed-prefixes maximum [level {1| 2}]

no maximum-redistributed-prefixes [maximum [level {1| 2}]]

___________________
構文の説明

アドバタイズされる再配布されるプレフィックスの最大数。範囲は1～
28000です。

maximum

（任意）レベル1またはレベル2のプレフィックスの最大数を指定しま
す。

level{1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト maximum：10000

level：1～ 2

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 超過プレフィックスの再配布をもたらす設定ミスを防止するには、maximum-redistributed-prefixes

コマンドを使用します。IS-ISは、プレフィックスの最大数を超えたことを検知した場合、バイス
テートアラームを設定します。再配布されるプレフィックスの数が最大数以下に下がった場合

（再設定または再配布ソース内の変更のいずれかにより）、IS-ISはアラームをクリアします。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、レベル 2で再配布されるプレフィックスの数を 5000に設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# maximum-redistributed-prefixes 5000 level 2
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max-lsp-lifetime
リンクステートパケット（LSP）が更新されずに保持される最大時間を設定するには、XRコン
フィギュレーションモードで max-lsp-lifetimeコマンドを使用します。デフォルト時間に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

max-lsp-lifetime seconds [level {1| 2}]

no max-lsp-lifetime [seconds [level {1| 2}]]

___________________
構文の説明 LSPの有効期間（秒単位）。範囲は 1～ 65535秒です。seconds

（任意）レベル 1またはレベル 2のルーティングを個別に指定しま
す。

level {1| 2}

___________________
コマンドデフォルト seconds：1200秒（20分）

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン lsp-refresh-intervalコマンドを使用して LSPの更新間隔を変更する場合、LSPの最大有効期間の

調整が必要になることがあります。LSPの最大ライフタイムは、LSPのリフレッシュ間隔よりも
大きな値にする必要があります。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、LSPが 11,000秒（3時間超）保持される最大時間を設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# max-lsp-lifetime 11000
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mesh-group（IS-IS）
高度にメッシュ化されたネットワーク内のリンクステートパケット（LSP）フラッディングを最
適化するには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで mesh-groupコマンドを使用
します。メッシュグループからサブインターフェイスを削除するには、このコマンドの no形式
を使用します。

mesh-group {number| blocked}

no mesh-group

___________________
構文の説明

このインターフェイスがメンバーとして属しているメッシュグループの識

別番号。範囲は 1～ 4294967295です。
number

このインターフェイス上で LSPフラッディングが発生しないように指定し
ます。

blocked

___________________
コマンドデフォルト メッシュグループの設定はありません（標準 LSPフラッディング）。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン メッシュグループの一部ではないサブインターフェイスで最初に受信されたLSPは、通常どおり

の方法で、他のすべてのサブインターフェイスにフラッディングされます。

メッシュグループの一部であるサブインターフェイスで最初に受信されたLSPは、同じメッシュ
グループのサブインターフェイス以外のすべてのインスタンスにフラッディングされます。blocked
キーワードがサブインターフェイスに設定されている場合、新規に受信した LSPは、そのイン
ターフェイスからフラッディングすることはありません。

不完全なフラッディングの可能性を最小限に抑えるためには、無制限のフラッディングを許可す

るのはメッシュ内の最小限のリンクだけにする必要があります。すべての物理パスをカバーする

ような論理リンクの最小セットを選択すると、フラッディングは非常に少なくなりますが、ロバ

ストネスが低下します。理想的には、LSPフラッディングがスケーリングパフォーマンスに悪影
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響を与えず、障害発生シナリオのほとんどでルータが残りのネットワークから論理的に切断され

ることのない、必要最低限のリンクを選択する必要があります。つまり、すべてのリンクのフラッ

ディングをブロックすれば、スケーリングパフォーマンスは最高になりますが、フラッディング

はまったく生じなくなります。すべてのリンクでフラッディングを許可すると、スケーリングパ

フォーマンスが大きく低下します。

メッシュグループの仕様の詳細については、RFC 2973を参照してください。（注）

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次の例では、6つのインターフェイスが3つのメッシュグループに設定されます。受信されたLSP

は次のように処理されます。

• GigabitEthernetインターフェイス 0/1/0/0によって最初に受信された LSPは、
GigabitEthernet 0/1/0/1（同じメッシュグループの一部である）と GigabitEthernet 0/3/0/0（ブ
ロックされる）以外のすべてのインターフェイスにフラッディングされます。

• GigabitEthernetインターフェイス 0/2/0/1によって最初に受信された LSPは、GigabitEthernet
0/2/0/0（同じメッシュグループの一部である）と GigabitEthernet 0/3/0/0（ブロックされる）
以外のすべてのインターフェイスにフラッディングされます。

• GigabitEthernet 0/3/0/0によって最初に受信された LSPは無視されませんが、通常どおりすべ
てのインターフェイスにフラッディングされます。

• GigabitEthernet 0/3/0/1を介して最初に受信されたLSPは、GigabitEthernet 0/3/0/0（ブロックさ
れる）以外のすべてのインターフェイスにフラッディングされます。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/1/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# mesh-group 10
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# mesh-group 10
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/2/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# mesh-group 11
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/2/0/1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# mesh-group 11
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# exit
RP/0/RP0/CPU0:routerconfig-isis)# interface GigabitEthernet 0/3/0/1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# mesh-group 12
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# exit
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/3/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# mesh-group blocked
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metric（IS-IS）
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インターフェイスのメトリックを設定するには、
アドレスファイミリコンフィギュレーションモードまたはインターフェイスアドレスファミリ

コンフィギュレーションモードでmetricコマンドを使用します。デフォルトのメトリック値に戻
すには、このコマンドの no形式を使用します。

metric {default-metric| maximum} [level {1| 2}]

no metric [{default-metric| maximum} [level {1| 2}]]

___________________
構文の説明

リンクに割り当てられ、ネットワーク内の他の宛先のリンクを使用して他の各

ルータからのコストを計算するために使用されるメトリック。ナローメトリッ

クの場合、範囲は 1～ 63、ワイドメトリックの場合、範囲は 1～ 16777214で
す。

アドレスファミリでデフォルトメトリックを設定すると、そのアド

レスファミリに関連付けられているすべてのインターフェイスに同

じメトリックが設定されます。インターフェイスでメトリック値を

設定すると、デフォルトのメトリックが上書きされます。

（注）

default-metric

ワイドメトリックの最大値を指定します。すべてのルータが、Shortest PathFirst
（SPF）からこのリンクを除外します。

maximum

（任意）レベル 1またはレベル 2の SPF計算を個別に指定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト default-metric：デフォルトは 10です。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

インターフェイスアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0
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___________________
使用上のガイドライン levelキーワードを指定すると、指定したレベルのメトリックだけがリセットされます。メトリッ

クはすべてのインターフェイスで設定することを強くお勧めします。

アドレスファミリでデフォルトメトリックを設定すると、そのアドレスファミリに関連付けら

れているすべてのインターフェイスに同じメトリックが設定されます。インターフェイスでメト

リック値を設定すると、デフォルトのメトリックが上書きされます。

メトリックはすべてのインターフェイスで設定することを強くお勧めします。

63を超えるメトリックは、ナローメトリックスタイルでは使用できません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1のデフォルトリンクステートメトリックのコスト 15を使用して、

Packet-over-SONET/SDH 0/1/0/1インターフェイスを設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE0/1/0/1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if-af)# metric 15 level 1

次に、レベル 2のアドレスファミリ IPv4ユニキャストに属するすべてのインターフェイスに対し
てメトリックコスト 15を設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# configure
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# metric 15 level 2
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metric-style narrow
古いスタイルのタイプ、長さ、値（TLV）のオブジェクトを生成し、受け入れるように、Intermediate
System-to-Intermediate System（IS-IS）ソフトウェアを設定するには、アドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードで metric-style narrowコマンドを使用します。metric-style narrowコマン
ドを設定ファイルから削除し、システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドのno形式
を使用します。

metric-style narrow [transition] [level {1| 2}]

no metric-style narrow [transition] [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

（任意）古いスタイルと新しいスタイルの両方のTLVオブジェクトを生成
し、受け入れるように、ルータに指示します。古いスタイルの TLVオブ
ジェクトだけを生成します。

transition

（任意）レベル 1またはレベル 2のルーティングを個別に指定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト 古いスタイルの TLVが生成されます。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン IS-ISトラフィックエンジニアリングの拡張には、古いスタイルの TLVオブジェクトより幅の広

いメトリックフィールドを持つ新しいスタイルのTLVオブジェクトが含まれています。デフォル
トでは、ルータは古いスタイルのTLVオブジェクトだけを生成します。マルチプロトコルラベル
スイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLSTE）を実行するには、ルータは新しいスタ
イルの TLVオブジェクトを生成する必要があります。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1で古いスタイルの TLVオブジェクトだけを生成し、受け入れるように、ルータを

設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# metric-style narrow level 1
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metric-style transition
古いスタイルと新しいスタイルの両方のタイプ、長さ、値（TLV）のオブジェクトを生成し、受
け入れるように、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ソフトウェアを設定するには、
アドレスファミリコンフィギュレーションモードで metric-style transitionコマンドを使用しま
す。metric-style transitionコマンドを設定ファイルから削除し、システムをデフォルトの状態に
戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

metric-style transition [level {1| 2}]

no metric-style transition [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

古いスタイルと新しいスタイルの両方の TLVオブジェクトを生成し、
受け入れるように、ルータに指示します。

transition

（任意）レベル 1またはレベル 2のルーティングを個別に指定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト このコマンドを設定しない場合、古いスタイルの TLVが生成されます。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン IS-ISトラフィックエンジニアリングの拡張には、古いスタイルの TLVオブジェクトより幅の広

いメトリックフィールドを持つ新しいスタイルのTLVオブジェクトが含まれています。デフォル
トでは、ルータは古いスタイルのTLVオブジェクトだけを生成します。マルチプロトコルラベル
スイッチングトラフィックエンジニアリング（MPLSTE）を実行するには、ルータは新しいスタ
イルの TLVオブジェクトを生成する必要があります。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 2で古いスタイルと新しいスタイルの両方の TLVオブジェクトを生成し、受け入れ

るように、ルータを設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# metric-style transition level 2
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metric-style wide
新しいスタイルのタイプ、長さ、値（TLV）のオブジェクトだけを生成し、受け入れるように、
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ソフトウェアを設定するには、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードで metric-style wideコマンドを使用します。metric-style wide
コマンドを設定ファイルから削除し、システムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドの

no形式を使用します。

metric-style wide [transition] [level {1| 2}]

no metric-style wide [transition] [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

（任意）古いスタイルと新しいスタイルの両方のTLVオブジェクトを生成
し、受け入れるように、ルータに指示します。新しいスタイルのTLVオブ
ジェクトだけを生成します。

transition

（任意）レベル 1またはレベル 2のルーティングを個別に指定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト このコマンドを設定しない場合、古いスタイルの TLVの長さが生成されます。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン IS-ISトラフィックエンジニアリングの拡張には、古いスタイルの TLVオブジェクトより幅の広

いメトリックフィールドを持つ新しいスタイルのTLVオブジェクトが含まれています。metric-style
wideコマンドを入力すると、ルータは新しいスタイルのTLVオブジェクトだけを生成し、受け入
れます。このため、古いスタイルと新しいスタイルの両方のTLVオブジェクトを生成する場合よ
りも、ルータが使用するメモリと他のリソースは減少します。

MPLSトラフィックエンジニアリングを実行するには、ルータは新しいスタイルの TLVオブジェ
クトを生成する必要があります。
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メトリックスタイルおよび移行戦略に関するこの説明は、トラフィックエンジニアリングの

展開に向けたものです。新しいスタイルの TLVオブジェクトが他の理由で必要になる場合、
他のコマンドとモデルが適切な場合があります。たとえば、ネットワークがより幅の広いメト

リックを要求するが、トラフィックエンジニアリングを使用できない場合があります。

（注）

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1に新しいスタイルの TLVオブジェクトだけを生成し、受け入れるように、ルータ

を設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-isis-af)# metric-style wide level 1
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min-lsp-arrivaltime
受信LSP（リンクステートパケット）のレートを制御するには、XRコンフィギュレーションモー
ドでmin-lsp-arrivaltimeコマンドを使用します。この機能を削除するには、このコマンドのno形
式を使用します。

min-lsp-arrivaltime [initial-wait initial ] [secondary-wait secondary] [maximum-wait maximum] [level
{1| 2}]

no min-lsp-arrivaltime [initial-wait initial] [secondary-wait secondary] [maximum-wait maximum]
[level {1| 2}]

___________________
構文の説明

最初の LSP計算遅延（ミリ秒単位）。範囲は 0～ 120000です。initial-waitinitial

1回目と2回目のLSP計算の間のホールドタイム（ミリ秒単位）。
範囲は 0～ 120000です。

secondary-waitsecondary

2つの連続した LSP計算の間の最小時間（ミリ秒単位）。範囲は
0～ 120000です。

maximum-waitmaximum

（任意）レベル 1とレベル 2のLSP間隔設定を独立してイネーブ
ルにします。

level{1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドを使用して、ネイバーの LSPの可能な不安定性からルータを保護できます。

コマンドパラメータは、lsp-gen-intervalコマンドと似ており、ネイバーの lsp-gen-interval値を使
用して min-lsp-arrivaltimeを設定できます。

Cisco NCS 5000 シリーズルータのルーティングコマンドリファレンス
81

IS-IS コマンド
min-lsp-arrivaltime



minimum-lsp-arrivalの initial-waitは、LSP到着時間パラメータの最大カウントおよび最大ウィ
ンドウサイズの計算には役立ちません。

（注）

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、min-lsp-arrival timeコマンドを設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp min-lsp-arrivaltime
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis 1 min- lsp-arrivaltime initial-wait
RP/0/RP0/CPU0:router(config)#router isis 1 min-lsp-arrivaltime maximum-wait
RP/0/RP0/CPU0:router(config)#router isis 1 min-lsp-arrivaltime secondary-wait
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mpls ldp auto-config
ラベル配布プロトコル（LDP）Interior Gateway Protocol（IGP）インターフェイスの自動設定をイ
ネーブルにするには、IPv4アドレスファミリコンフィギュレーションモードでmpls ldpauto-config
コマンドを使用します。LDP IGP自動設定をディセーブルにするには、このコマンドのno形式を
使用します。

mpls ldp auto-config

no mpls ldp auto-config

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト LDP IGP自動設定はディセーブルです。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン mpls ldp auto-configコマンドを使用して、指定した IGPインスタンスに関連付けられた一連のイ

ンターフェイス上で LDPを自動的に設定します。さらに、LDP IGP自動設定は、LDPが指定され
たインターフェイス上でイネーブルにならないようブロックする手段を提供します。IS-ISイン
ターフェイスで LDPをイネーブルにしない場合は、igp auto-config disableコマンドを使用しま
す。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、LDP IGP自動設定をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
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RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# mpls ldp auto-config
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mpls ldp sync（IS-IS）
ラベル配布プロトコル（LDP）IS-IS同期を設定するには、インターフェイスアドレスファミリ
コンフィギュレーションモードで mpls ldp syncコマンドを使用します。LDP同期をディセーブ
ルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

mpls ldp sync [level {1| 2}]

no mpls ldp sync [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

（任意）指定したレベルの LDP同期を設定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、LDP同期は両方のレベルに設定されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン

最大ワイドメトリックは特に Shortest Path First（SPF）アルゴリズムからリンクを除外するた
めに使用されるので（RFC 3784）、ワイドメトリックが設定されている場合、IS-ISは最大メ
トリック -1（16777214）をアドバタイズします。ただし、最大ナローメトリックは、この定
義の影響を受けません。

（注）

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、LDP IS-IS同期をイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/3/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if-af)# mpls ldp sync
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net
ルーティングインスタンスの Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）Network Entity Title
（NET）を設定するには、XRコンフィギュレーションモードで netコマンドを使用します。net
コマンドをコンフィギュレーションファイルから削除してシステムをデフォルトの状態に戻すに

は、このコマンドの no形式を使用します。

net network-entity-title

no net network-entity-title

___________________
構文の説明 ISISルーティングプロセスのエリアアドレスとシステム IDを指

定する NET。
network-entity-title

___________________
コマンドデフォルト NETは設定されていません。NETは必須であるため、IS-ISインスタンスは動作しません。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン ほとんどの場合、NETを 1つだけ設定する必要があります。

NETは、最終バイトが常にゼロ（0）であるネットワークサービスアクセスポイント（NSAP）
です。IS-ISを実行するシスコルータでは、NETの長さは 8～ 20バイトにすることができます。
最終バイトは、必ず nセレクタで、常にゼロ（0）である必要があります。nセレクタは、パケッ
トが送信されるトランスポートエンティティを指定します。nセレクタがゼロ（0）の場合、トラ
ンスポートエンティティが指定されず、パケットがシステムのルーティングソフトウェア用であ

ることを意味します。

nセレクタのすぐ前に表示される 6バイトはシステム IDです。システム IDの長さは、固定され
たサイズで、変更できません。システム IDは、個々のエリア（レベル 1）全体を通じ、かつバッ
クボーン（レベル 2）全体を通じて一意でなければなりません。

システム IDの前に表示される全バイトはエリア IDです。
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ルータごとに最大 3つのNETが許可されます。まれに、2つまたは 3つのNETが設定可能な場合
があります。このような場合、このルータが属するエリアは 3つのエリアアドレスを持ちます。
1つのエリアだけが引き続き存在しますが、複数のエリアアドレスを持っています。

複数のエリアが結合される場合、または 1つのエリアが複数のエリアに分割される場合、複数の
NETを設定するとネットワークの再設定に一時的に役立つ場合があります。複数のエリアアドレ
スがある場合は、必要に応じてエリアごとに番号を付け直すことができます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、NETエリア IDが 47.0004.004d.0001、システム IDが 0001.0c11.1110であるルータを設定す

る例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# net 47.0004.004d.0001.0001.0c11.1110.00
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nsf (IS-IS)
次回の再開でノンストップフォワーディング（NSF）をイネーブルにするには、XRコンフィギュ
レーションモードで nsfコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

nsf {cisco| ietf}

no nsf {cisco| ietf}

___________________
構文の説明

シスコ独自の NSFの再開を指定します。cisco

インターネット技術特別調査委員会（IETF）NSFの再開を指定します。ietf

___________________
コマンドデフォルト NSFはディセーブルです。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン NSFでは、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インスタンスがチェックポイントさ

れた隣接とリンクステートパケット（LSP）情報を使用して再開し、ネイバールータに影響を与
えずに再開することができます。つまり、隣接の破損と再生成およびシステム LSPによって、
ネットワーク内の他のルータに影響を与えることはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、シスコ独自の NSFをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# nsf cisco
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nsf interface-expires
確認されたノンストップフォワーディング（NSF）の再開確認応答を再送信する回数を設定する
には、XRコンフィギュレーションモードで nsf interface-expiresコマンドを使用します。デフォ
ルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

nsf interface-expires number

no nsf interface-expires

___________________
構文の説明

再送信する回数。範囲は 1～ 3です。number

___________________
コマンドデフォルト number：3回

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン NSF再開フラグセットによって送信されたhelloパケットが確認されない場合、再送信されます。

NSF helloが再送信される回数を制御するには、nsf interface-expiresコマンドを使用します。イン
ターフェイス上でこの限度に到達した場合、このインターフェイスで以前に認識されたネイバー

はダウンしていると見なされ、必要な他のすべての条件が満たされている場合、最初の Shortest
Path First（SPF）計算が許可されます。

隣接の再確立（インターフェイスタイマー *インターフェイス期限切れ）に利用可能な総時間間
隔は、予想される合計 NSF再開時間よりも長い必要があります。

nsf interface-expiresコマンドは、インターネット技術特別調査委員会（IETF）スタイルのNSFだ
けに適用されます。シスコ独自の NSFが設定されている場合は無効です。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、IETFNSF再開信号が確認されない場合、各インターフェイスで 1回だけ再試行を許可する

例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# nsf ietf
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# nsf interface-expires 1
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nsf interface-timer
確認されないインターネット技術特別調査委員会（IETF）ノンストップフォワーディング（NSF）
の再開試行を繰り返してからの間隔を設定するには、ルータコンフィギュレーションモードで

nsf interface-timerコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を
使用します。

nsf interface-timer seconds

no nsf interface-timer

___________________
構文の説明 NSF再開間隔（秒単位）。範囲は 3～ 20秒です。seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：10秒

___________________
コマンドモード ルータコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン IETFNSF再開処理が開始されると、helloパケットはルータのネイバーによって確認される必要が

ある NSF再開フラグを送信します。helloパケットが再送信されてからの再開間隔を制御するに
は、nsf interface-timerコマンドを使用します。再開間隔は hello間隔に一致する必要はありませ
ん。

nsf interface-timerコマンドは、IETFスタイルの NSFだけに適用されます。シスコ独自の NSFが
設定されている場合は無効です。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、フラグが確認されるまで、NSF再開フラグセットを持つ helloパケットが 5秒ごとに再送

信されることを確認する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# nsf ietf
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# nsf interface-timer 5
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nsf lifetime（IS-IS）
ノンストップフォワーディング（NSF）再開に続くルートの最大有効期間を設定するには、XR
コンフィギュレーションモードでnsf lifetimeコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、
このコマンドの no形式を使用します。

nsf lifetime seconds

no nsf lifetime

___________________
構文の説明 NSF再開に続くルートの最大有効期間（秒単位）。範囲は 5～ 300秒で

す。

seconds

___________________
コマンドデフォルト seconds：60秒（1分）

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン シスコ独自のNSFの再開中に、チェックポイントされた隣接とリンクステートパケット（LSP）

情報の再取得に利用可能な最大時間を設定するには、nsf lifetimeコマンドを使用します。この間
隔中に回復されないLSPと隣接は放棄されるため、ネットワークトポロジの変更が発生します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、NSFプロセス全体に 20秒だけ使用できるようにルータを設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# nsf cisco
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RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# nsf lifetime 20
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passive（IS-IS）
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）パケットがインターフェイスに転送され、受信
したパケットがインターフェイス上で処理されないよう抑制するには、インターフェイスコン

フィギュレーションモードで passiveコマンドを使用します。インターフェイスに着信する IS-IS
パケットを元に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

passive

no passive

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスはアクティブです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、GigabitEthernetインターフェイス 0/1/0/1上の IS-ISパケットを抑制するようにルータを設定

する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface GigabitEthernet 0/1/0/1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# passive
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point-to-point
ブロードキャストリンクの代わりにポイントツーポイントリンクとして機能するように、ブロー

ドキャストメディアと統合された Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティング
プロトコルを使用する 2つのネットワーキングデバイスだけのネットワークを設定するには、イ
ンターフェイスコンフィギュレーションモードで point-to-pointコマンドを使用します。ポイン
トツーポイントとしての使用をディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使用します。

point-to-point

no point-to-point

___________________
構文の説明 このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト ブロードキャストメディアに接続されている場合、インターフェイスはブロードキャストとして

扱われます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 2つのネットワーキングデバイスがあるネットワーク内のブロードキャストメディア上だけで、

point-to-pointコマンドを使用します。このコマンドにより、システムは、ブロードキャストとし
てではなくポイントツーポイントとしてパケットを発行します。このコマンドは、ネットワーク

にある両方のネットワーキングデバイスで設定します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、ポイントツーポイントインターフェイスとして動作するように、10ギガビットイーサネッ

トインターフェイスを設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface TenGigE 0/6/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# point-to-point
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prefix-sid index
すべてのルータでプレフィックス（ノード）セグメント ID（SID）を指定またはアドバタイズす
るには、IPv4アドレスファミリコンフィギュレーションモードで prefix-sid indexコマンドを使
用します。プレフィックスSIDのアドバタイジングを停止するには、このコマンドのno形式を使
用します。

プレフィックスSID値を設定する前に、セグメントルーティングを ISISインスタンスで設定する
必要があります。

prefix-sid index sid-value

no prefix-sid index sid-value

___________________
構文の説明

プレフィックス SID値を指定します。値の範囲は 0～ 1048575です。sid-value

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、プレフィックス SIDをアドバタイズする例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# configure
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis 100
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface loopback0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if-af)# prefix-sid index 16041
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priority（IS-IS）
指定ルータのプライオリティを設定するには、インターフェイスコンフィギュレーションモード

で priorityコマンドを使用します。デフォルトのプライオリティにリセットするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

priority value [level {1| 2}]

no priority [ value ] [level {1| 2}]

___________________
構文の説明

ルータのプライオリティ。範囲は 0～ 127です。value

（任意）レベル1またはレベル2のルーティングを個別に指定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト value：64

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン プライオリティはレベル 1とレベル 2で別々に設定できます。レベル 1またはレベル 2を指定す

ると、レベル 1またはレベル 2のルーティングのプライオリティだけがそれぞれリセットされま
す。レベルを指定しない場合、すべてのレベルに対して設定できます。

プライオリティは、LAN上のどのルータが指定ルータであるか、または指定中間システム（DIS）
であるかを決定するのに使用されます。プライオリティは helloパケットでアドバタイズされま
す。最高のプライオリティを持つルータが DISになります。

Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルでは、バックアップ指定ルータはあ
りません。プライオリティを 0に設定すると、そのシステムが DISになる可能性は低くなります
が、完全には回避できません。より高いプライオリティを持つルータがオンライン上に配置され

ると、現在の DISのロールを引き継ぎます。同等のプライオリティ場合、より高いMACアドレ
スの方が引き継ぎます。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 1のルーティングプライオリティにプライオリティレベル 80を設定する例を示し

ます。このルータが DISになる可能性が高くなります。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface TenGigE 0/6/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# priority 80 level 1
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propagate level
ある Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）レベルから別のレベルにルートを伝播する
には、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで propagate levelコマンドを使用しま
す。伝播をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

propagate level {1| 2} into level {1| 2} route-policy route-policy-name

no propagate level {1| 2} into level {1| 2}

___________________
構文の説明

ルーティングレベル 1またはレベル 2ルートから伝播します。level{1 | 2}

レベル 1またはレベル 2ルートからレベル 1またはレベル 2ルー
トに伝播します。

into

設定済みのルートポリシーを指定します。route-policyroute-policy-name

___________________
コマンドデフォルト ルートリーキング（レベルから 2からレベル 1）はディセーブルです。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 通常、レベルから 1からレベル 2へのルートの伝播は自動的に行われます。レベル 1ルートをレ

ベル 2に伝播できるように適切に制御する必要がある場合は、このコマンドを使用します。

レベル 2ルートをレベル 1に伝播する場合をルートリーキングと呼びます。デフォルトでは、
ルートリークはディセーブルです。つまり、レベル 2ルートは、レベル 1リンクステートパケッ
ト（LSP）に自動的に取り込まれません。レベル2ルートをレベル1ルートにリークさせるには、
このコマンドを使用してその動作をイネーブルにする必要があります。

レベル 1からレベル 1の伝播およびレベル 2からレベル 2の伝播は許可されません。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 2ルートをレベル 1に再配布する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# ipv4 access-list 101 permit ip 10.0.0.0 255.0.0.0 10.1.0.1
0.255.255.255
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# net 49.1234.2222.2222.2222.00
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# propagate level 2 into level 1 route-policy policy_a
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redistribute（IS-IS）
あるルーティングプロトコルから Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）にルートを再
配布するには、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで redistributeコマンドを使用
します。コンフィギュレーションファイルから redistributeコマンドを削除し、ルートの再配布
をしないデフォルトの状態にシステムを戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

Border Gateway Protocol（BGP）

redistribute bgp process-id [level-1| level-2| level-1-2] [metric metric-value] [metric-type {internal|
external| rib-metric-as-external| rib-metric-as-internal}] [route-policy route-policy-name]

no redistribute

接続ルート

redistribute connected [level-1| level-2| level-1-2] [metric metric-value] [metric-type {internal| external|
rib-metric-as-external| rib-metric-as-internal}] [route-policy route-policy-name]

no redistribute

Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）

redistribute isis process-id [level-1| level-2| level-1-2] [metricmetric-value] [metric-type {internal| external|
rib-metric-as-external| rib-metric-as-internal}] [route-policy route-policy-name]

no redistribute

Open Shortest Path First（OSPF）

redistribute ospf process-id [level-1| level-2| level-1-2] [match {external [1| 2]| internal| nssa-external [1|
2]}] [metricmetric-value] [metric-type {internal| external| rib-metric-as-external| rib-metric-as-internal}]
[route-policy route-policy-name]

no redistribute

Open Shortest Path First バージョン 3（OSPFv3）

redistribute ospfv3 process-id [level-1| level-2| level-1-2] [match {external [1| 2]| internal| nssa-external
[1| 2]}] [metric metric-value] [metric-type {internal| external| rib-metric-as-external|
rib-metric-as-internal}] [route-policy route-policy-name]

no redistribute

スタティックルート

redistribute static [level-1| level-2| level-1-2] [metric metric-value] [metric-type {1 {internal| external|
rib-metric-as-external} | 2 rib-metric-as-internal }] [route-policy route-policy-name]

no redistribute
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___________________
構文の説明 bgpキーワードの場合、自律システム番号には次の範囲が含まれま

す。

• 2バイト自律システム番号（ASN）の範囲は 1～ 65535です。

• asplain形式の 4バイト自律システム番号（ASN）の範囲は、1
～ 4294967295です。

• asdot形式の 4バイト自律システム番号（ASN）の範囲は、1.0
～ 65535.65535です。

isisキーワードの場合は、ルートの再配布元である IS-ISインスタン
ス IDです。

ospfキーワードの場合は、ルートの再配布元である OSPFプロセス
名です。値は文字列の形式を取ります。10進数を入力できますが、
ストリングとして内部に格納されます。

ospfv3キーワードの場合は、ルートの再配布元である OSPFv3プロ
セス名です。値は文字列の形式を取ります。10進数を入力できます
が、ストリングとして内部に格納されます。

process-id

（任意）再配布されるルートがルータのレベル 1 LSP内にアドバタ
イズされるように指定します。

level-1

（任意）再配布されるルートがルータのレベル1およびレベル2LSP
内にアドバタイズされるように指定します。

level-1-2

（任意）再配布されるルートがルータのレベル 2 LSP内にアドバタ
イズされるように指定します。

level-2

（任意）再配布ルートに使用されるメトリックを指定します。範囲

は 0～ 16777215です。metric-valueは、ルートが再配布されるエリ
アおよびトポロジの IS-ISメトリックスタイルと一致している必要
があります。

metricmetric-value
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（任意）IS-ISルーティングドメインにアドバタイズされるルート
に関連付けられた外部リンクタイプを指定します。次の 2 4の値の
いずれかを指定できます。

• external

• internal：internalキーワードを使用して IS-IS内部メトリック
タイプを設定します。

• external：externalキーワードを使用して IS-IS外部メトリック
タイプを設定します。

• rib-metric-as-external：rib-metric-as-externalキーワードを使用
して、RIBメトリックを使用し、IS-IS外部メトリックタイプ
を設定します。

• rib-metric-as-internal：rib-metric-as-internalキーワードを使用し
て、RIBメトリックを使用し、IS-IS内部メトリックタイプを
設定します。

内部メトリックを持つルート（メトリックがどれだけ大きい場合で

も）は、外部メトリック（メトリックがどれだけ小さい場合でも）

を持つルートよりも優先されます。

別の IS-ISルータインスタンスまたは他のプロトコルからのルート
を再配布する場合の RIBメトリックを維持するには、
rib-metric-as-externalおよび rib-metric-as-internalキーワードを使用
します。

metric-type {internal |
external}

metric-type {internal |
external |
rib-metric-as-external |
rib-metric-as-internal}

（任意）設定されたポリシーの IDを指定します。ポリシーは、こ
のソースルーティングプロトコルから IS-ISまでのルートの重要性
をフィルタリングするために使用されます。

route-policyroute-policy-name

（任意）OSPFルートを他のルーティングドメインに再配布する条
件を指定します。次の 1つ以上の条件を指定できます。

• internal：特定の自律システムの内部ルート（エリア内および
エリア間 OSPFルート）。

• external[1 | 2]：自律システム外部のルートである一方で、タイ
プ 1またはタイプ 2の外部ルートとして OSPFにインポートさ
れているルート。

• nssa-external [1 | 2]：自律システム外部のルートである一方で、
タイプ 1またはタイプ 2の Not-So-Stubby Area（NSSA）外部
ルートとして OSPFにインポートされているルート。

externalおよび nssa-externalオプションでタイプを指定しなかった
場合は、タイプ 1とタイプ 2の両方であると想定されます。

match {internal | external [1
| 2] | nsaa-external[1 | 2]}

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 2が設定されます。
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metric-type：internal

match：matchキーワードを指定しない場合、すべての OSPFルートが再配布されます。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン

属性とルートポリシーの設定または照合のために両方のコマンドキーワードを使用してルー

トを（IS-ISに）再配布する場合、ルートは最初にルートポリシーを調べ、その後キーワード
の照合と設定を調べます。

（注）

別個の IS-ISインスタンス間のルートの再配布を制御するには、redistributeコマンドを使用しま
す。1つの IS-ISインスタンスのレベル間の伝播を制御するには、propagate level, （104ページ）
コマンドを使用します。

IPv4 OSPFアドレスだけが IS-IS IPv4アドレスファミリに再配布でき、IPv6 OSPFv3プレフィック
スだけが IS-IS IPv6アドレスファミリに配信できます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次の例では、IS-ISインスタンス isp_Aが、レベル 2 LSP内の IS-ISインスタンス isp_Bのすべての

ルートを再アドバタイズします。level-2キーワードは、どのレベルのインスタンス isp_Aがルー
トをアドバタイズするかに影響を与え、どのインスタンス isp_Bからのルートがアドバタイズさ
れるかには影響を与えないことに注意してください（IS-ISインスタンス isp_Bからのレベル1ルー
トは再配布に含まれます）。

RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config)# router isis isp_A
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-isis)# net 49.1234.2222.2222.2222.00
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-isis-af)# redistribute isis isp_B level-2
!
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config)# router isis isp_B
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-isis)# is-type level 1
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-isis)# net 49.4567.2222.2222.2222.00
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
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retransmit-interval（IS-IS）
ポイントツーポイント上の各 Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）リンクステートパ
ケット（LSP）の再伝送間の時間を設定するには、インターフェイスコンフィギュレーション
モードで retransmit-intervalコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

retransmit-interval seconds [level {1| 2}]

no retransmit-interval [seconds [level {1| 2}]]

___________________
構文の説明

各 LSPの連続再送信間隔（秒単位）。これは、接続されたネットワーク間
の 2つのネットワーキングデバイス間の予想されるラウンドトリップ遅延
より大きい整数です。範囲は 0～ 65535秒です。

seconds

（任意）レベル 1またはレベル 2のルーティングを個別に指定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト seconds：5秒

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 不必要な伝送結果が生じないようにするには、seconds引数を控えめにする必要があります。

retransmit-intervalコマンドは LAN（マルチポイント）インターフェイス上では無効です。ポイ
ントツーポイントリンクでは、この値を増やしてネットワークの安定性を強化できます。

再伝送は LSPがドロップされた場合に限り発生するため、このコマンドで高い値を設定しても、
再コンバージェンスにはほとんど影響はありません。ネイバーネットワーキングデバイスが多く

なるほど、LSPがフラッディングできるパスが多くなり、この値をより高く設定できます。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、大規模なシリアルラインに対して 60秒ごとに IS-IS LSPを再伝送する GigabitEthernetイン

ターフェイス 0/2/0/1を設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/2/0/1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# retransmit-interval 60

Cisco NCS 5000 シリーズルータのルーティングコマンドリファレンス
111

IS-IS コマンド
retransmit-interval（IS-IS）



retransmit-throttle-interval
ポイントツーポイントインターフェイス上の異なる Intermediate System-to-Intermediate System
（IS-IS）リンクステートパケット（LSP）の再送信間の最小間隔を設定するには、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードで retransmit-throttle-intervalコマンドを使用します。コン
フィギュレーションファイルからコマンドを削除し、システムをデフォルトの状態に戻すには、

このコマンドの no形式を使用します。

retransmit-throttle-interval milliseconds [level {1| 2}]

no retransmit-throttle-interval [milliseconds [level {1| 2}]]

___________________
構文の説明

インターフェイス上のLSP再送信間の最小遅延（ミリ秒単位）です。
範囲は 0～ 65535です。

milliseconds

（任意）レベル1またはレベル2のルーティングを個別に指定します。level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト デフォルトは 0です。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン インターフェイス上の任意の 2つの連続 LSPの再送信間で待機する必要がある最小間隔を定義す

るには、retransmit-throttle-intervalコマンドを使用します。retransmit-throttle-intervalコマンド
は、多くの LSPと多くのインターフェイスを持つ大規模なネットワークで LSP再送信トラフィッ
クを制御する方法として役立つ場合があります。このコマンドは、インターフェイスで LSPを再
送信できるレートを制御します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、LSP伝送の速度を 300ミリ秒ごとに 1回に制限するように tenGigEインターフェイス 0/2/0/1

を設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/2/0/1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# retransmit-throttle-interval 300
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router isis
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルーティングプロトコルをイネーブルにし、
IS-ISインスタンスを指定するには、XRコンフィギュレーションモードで router isisコマンドを
使用します。IS-ISルーティングをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

router isis instance-id

no router isis instance-id

___________________
構文の説明

ルーティングプロセスの名前。文字の最大数は 40です。instance-id

___________________
コマンドデフォルト IS-ISルーティングプロトコルはディセーブルです。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン IS-ISルーティングプロセスを作成するには、router isisコマンドを使用します。エリア（レベル

1）のアドレスとルータのシステム IDを指定するには、適切なNetwork Entity Title（NET）を設定
する必要があります。隣接関係が確立されてダイナミックルーティングが可能になる前に、1つ
以上のインターフェイスでルーティングをイネーブルにする必要があります。

複数の IS-ISプロセスを設定できます。最大8個のプロセスを設定できます。システムでは、最大
5個の IS-ISインスタンスがサポートされます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis
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___________________
例 次に、IPルーティングに対する IS-ISを設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# net 49.0001.0000.0001.00
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segment-routing
MPLSデータプレーンによる IPv4アドレスのセグメントルーティングを有効にするには、IPv4
アドレスファミリコンフィギュレーションモードで segment-routingコマンドを使用します。セ
グメントルーティングをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

segment-routing mpls

no segment-routing

___________________
構文の説明 MPLSデータプレーンによる IPv4アドレスのセグメントルーティングを有

効にします。

mpls

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード IPv4アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン プレフィックスSID値は、セグメントルーティングを無効にする前に同じ ISISインスタンス下の

すべてのインターフェイスから削除する必要があります。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次の例では、MPLSデータプレーンによるセグメントルーティングを有効にする方法を示しま

す。

RP/0/RP0/CPU0:router# configure
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis 100
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RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# segment-routing mpls
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set-attached-bit
レベル1リンクステートパケット（LSP）内のAttachビットを持つ IntermediateSystem-to-Intermediate
System（IS-IS）インスタンスを設定するには、アドレスファミリコンフィギュレーションモー
ドで set-attached-bitコマンドを使用します。set-attached-bitコマンドをコンフィギュレーション
ファイルから削除してシステムをデフォルトの状態に戻すには、このコマンドのno形式を使用し
ます。

set-attached-bit

no set-attached-bit

___________________
コマンドデフォルト Attachビットは LSP内では設定されません。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 別の IS-ISインスタンスがレベル 2トポロジを再配布できるようにするレベル 1 LSP内の Attach

ビットを持つ IS-ISインスタンスを設定するには、set-attached bitコマンドを使用します。Attach
ビットは、別の IS-ISインスタンスからのレベル 2の接続が、レベル 1の Attachビットによって
アドバタイズされるときに使用されます。

Cisco IOS XRソフトウェアは、1つの IS-ISルーティングインスタンス内の複数のレベル 1エリ
アをサポートしません。ただし、redistribute（IS-IS）, （106ページ）コマンドを使用した 2つの
IS-ISインスタンス間のルートの再配布によって、同等の機能を実現できます。

single-topologyコマンドが設定されていない場合に限り、Attachビットは特定のアドレスファミ
リに対して設定されます。

レベル 2インスタンスの接続が失われた場合、レベル 1インスタンス LSP内の Attachビット
がレベル2インスタンスへのトラフィックの送信を続け、トラフィックのドロップを発生させ
ます。

（注）
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、レベル 2インスタンスがレベル 1インスタンスからのルートを再配布できるようにする、

レベル 1インスタンスの Attachビットを設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis 1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# net 49.0001.0001.0001.0001.00
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# redistribute isis 2 level 2
!
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# interface tenGigE 0/3/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af-if)# address-family ipv4 unicast
!
!
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis 2
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# is-type level-1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# net 49.0002.0001.0001.0002.00
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# set-attachedbit send always-bitset
!
RP/0/RP0/CPU0:routerfig-isis-af)# interface tenGigE 0/1/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af-if)# address-family ipv4 unicast
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set-overload-bit
Shortest Path First（SPF）計算で自身を中間ホップとして使用しないよう、他のルータに通知する
ようルータを設定するには、XRコンフィギュレーションモードで set-overload-bitコマンドを使
用します。指定を除去するには、このコマンドの no形式を使用します。

set-overload-bit [on-startup {delay| wait-for-bgp}] [level {1| 2}] [advertise {external| interlevel}]

no set-overload-bit [on-startup {delay| wait-for-bgp}] [level {1| 2}] [advertise {external| interlevel}]

___________________
構文の説明

（任意）再起動後、過負荷ビットだけを一時的に設定します。on-startup

（任意）再起動後、ルータが過負荷状態になるときをアドバタイズする間

隔（秒単位）。範囲は 5～ 86400秒（86400秒 = 1日）です。
delay

（任意）ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）信号が収束またはタ
イムアウトするまで、スタートアップで過負荷ビットを設定します。

wait-for-bgp

（任意）レベル 1またはレベル 2の過負荷ビットを個別に指定します。level {1 | 2}

（任意）ルータが次のタイプの IPプレフィックスをアドバタイズする場
合、過負荷ビットを設定します。

• external：過負荷ビット設定が他のプロトコルから学習された IPプレ
フィックスをアドバタイズする場合

• interlevel：過負荷ビット設定が別の ISI Sレベルから学習された IPプ
レフィックスをアドバタイズする場合

advertise { external |
interlevel

___________________
コマンドデフォルト 過負荷ビットは設定されません。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0
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___________________
使用上のガイドライン ルータが nonpseudonodeリンクステートパケット（LSP）内に過負荷ビットを設定することを強

制するには、set-overload-bitコマンドを使用します。通常、過負荷ビットの設定はルータに問題
が発生した場合に限り許可されます。たとえば、ルータにメモリ不足が発生している場合、リン

クステートデータベースが不完全になり、その結果不完全または不正確なルーティングテーブル

が生成されている可能性があります。信頼できないルータの LSPに過負荷ビットを設定すると、
ルータが問題から回復するまで、他のルータは SPF計算でルータを無視することができます。そ
の結果、信頼できないルータを経由するパスは Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）
エリア内の他のルータには見えなくなります。ただし、このルータに直接接続されたIPプレフィッ
クスは引き続き到達可能です。

ルータを IS-ISネットワークに接続し、どのような場合でも実際のトラフィックが流れないように
する場合、set-overload-bitコマンドが役立つ場合があります。

過負荷ビットが設定されたルータには、次のものがあります。

•本稼働ネットワークに接続している研究室内のテストルータ。

•たとえば、非ブロードキャストマルチアクセス（NBMA）ネットワーク上にある、メッシュ
グループ機能とともに LSPフラッディングサーバとして設定されたルータ。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、過負荷ビットを設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# set-overload-bit
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show isis
show isisコマンドは、IS-ISインスタンスおよびプロトコル操作に関する一般情報を表示します。
インスタンス IDを指定しない場合、このコマンドはすべての IS-ISインスタンスに関する情報を
表示します。

show isis [instance instance-id]

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り IS-IS隣接を表示します。

instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたイン
スタンス ID（英数字）です。

（注）

instanceinstance-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-IS隣接を表示しま

す。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン インスタンスごとに、出力の最初の行に IS-ISインスタンス IDがリストされ、以降の行では、

IS-ISシステム ID、サポートレベル（レベル 1、レベル 2、またはレベル 1～ 2）、設定されたエ
リアアドレス、アクティブなエリアアドレス、ノンストップフォワーディング（NSF）のステー
タス（イネーブルまたはディセーブル）とタイプ（Ciscoまたは IETF）、および最終 IS-ISプロセ
スのスタートアップが実行されたモードが特定されます。

次に、各設定済みアドレスファミリのステータス（または設定されていない場合は単に IPv4ユニ
キャスト）が要約されます。各レベル（レベル 1またはレベル 2）では、生成され受け入れられ
たメトリック形式（ナローまたはワイド）が incremental shortest path first（iSPF）計算のステータ
ス（有効かどうか）とともに示されます。その後、再配布されるプロトコルおよび再配布される

ルートに適用されるアドミニストレーティブディスタンスがリストされます。

最後に、各 IS-ISインターフェイスの稼働状態（アクティブ、パッシブ、またはディセーブル）お
よび設定状態（アクティブまたはディセーブルに）がリストされます。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isisコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show isis
Wed Aug 20 23:54:55.043 PST DST

IS-IS Router: lab
System Id: 0000.0000.0002
IS Levels: level-2-only
Manual area address(es):
49.1122

Routing for area address(es):
49.1122

Non-stop forwarding: Disabled
Most recent startup mode: Cold Restart
Topologies supported by IS-IS:
IPv4 Unicast
Level-2
Metric style (generate/accept): Narrow/Narrow
Metric: 10
ISPF status: Disabled

No protocols redistributed
Distance: 115

Interfaces supported by IS-IS:
Loopback0 is running passively (passive in configuration)
POS0/1/0/2 is running actively (active in configuration)
POS0/1/0/3 is running actively (active in configuration

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 1：show isis のフィールドの説明

説明フィールド

IS-ISインスタンス ID。IS-IS Router

IS-ISシステム ID。System Id

インスタンスのサポートレベル。IS Levels

ドメインおよびエリア。Manual area address(es)

設定済みのエリアアドレスおよびアクティブな

エリアアドレス。

Routing for area address(es):
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説明フィールド

ノンストップフォワーディング（NSF）のス
テータス（イネーブルまたはディセーブル）と

タイプ（Ciscoまたは IETF）。

Non-stop forwarding

最終 IS-ISプロセスのスタートアップが実行さ
れたモード。

Most recent startup mode

各設定済みアドレスファミリのステータス（ま

たは設定されていない場合は単に IPv4ユニキャ
スト）の要約。

Topologies supported by IS-IS

再配布されるプロトコルおよび再配布される

ルートに適用されるアドミニストレーティブ

ディスタンスのリスト。

Redistributed protocols

各設定済みアドレスファミリのステータス（ま

たは設定されていない場合は単に IPv4ユニキャ
スト）の要約。各レベル（レベル 1またはレベ
ル 2）では、生成され受け入れられたメトリッ
ク形式（ナローまたはワイド）が incremental
shortest path first（iSPF）計算のステータス（有
効かどうか）とともに示されます。

Metric style (generate/accept)

各 IS-ISインターフェイスの稼働状態（アクティ
ブ、パッシブ、またはディセーブル）および設

定状態（アクティブまたはディセーブルに）。

Interfaces supported by IS-IS
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show isis adjacency
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）隣接を表示するには、XR EXECモードで show
isis adjacencyコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] adjacency [level {1| 2}] [type interface-path-id] [detail] [systemid system-id]

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り IS-IS隣接を表示します。

• instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたインスタン
ス ID（英数字）です。

instanceinstance-id

（任意）レベル 1またはレベル 2の IS-IS隣接を個別に指定します。level {1 | 2}

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘ
ルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリス

トを表示するには、showinterfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘル
プを参照してください。

interface-path-id

（任意）ネイバー IPアドレスとアクティブなトポロジを表示します。detail

（任意）指定されたルータに限り情報を表示します。systemidsystem-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-IS隣接を表示しま

す。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0
___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isis adjacencyコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show isis adjacency

IS-IS p Level-1 adjacencies:
System Id Interface SNPA State Hold Changed NSF BFD
12a4 PO0/1/0/1 *PtoP* Up 23 00:00:06 Capable Init
12a4 Gi0/6/0/2 0004.2893.f2f6 Up 56 00:04:01 Capable Up

Total adjacency count: 2

IS-IS p Level-2 adjacencies:
System Id Interface SNPA State Hold Changed NSF BFD
12a4 PO0/1/0/1 *PtoP* Up 23 00:00:06 Capable None
12a4 Gi0/6/0/2 0004.2893.f2f6 Up 26 00:00:13 Capable Init

Total adjacency count: 2

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 2：show isis adjacency のフィールドの説明

説明フィールド

レベル 1の隣接。Level-1

レベル 2の隣接。Level-2

システムのダイナミックホスト名。ホスト名は

hostnameコマンドを使用して指定されます。ダ
イナミックホスト名が不明であるか、hostname
dynamic disableコマンドが実行されている場
合、6オクテットシステム IDが使用されます。

System ID

ネイバーに到達するために使用されるインター

フェイス。

Interface

ネイバーのデータリンクアドレス（サブネッ

トワーク接続点 [SNPA]とも呼ばれます）。
SNPA

ネイバーインターフェイスの隣接状態。有効な

状態は、Down、Init、および Upです。
State
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説明フィールド

ネイバーのホールドタイム。Holdtime

ネイバーがアップされている時間（時間:分:
秒）。

Changed

ネイバーが IETF-NSF再開メカニズムに追随で
きるかどうかを指定します。

NSF

インターフェイスに Bidirectional Forwarding
Detection（BFD）ステータスを指定します。有
効な状態は次のとおりです。

• None：BFDは設定されません。

• Init：BFDセッションはアップされていま
せん。1つの理由は、反対側がまだイネー
ブルになっていないためです。

• Up：BFDセッションは確立されています。

• Down：BFDセッションのホールドタイム
の期限が切れました。

BFD
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show isis adjacency-log
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）隣接ログを表示するには、XR EXECモードで
show isis adjacency-logコマンドを使用します。

show isis adjacency-log [level {1| 2}] [last number| first number]

___________________
構文の説明

（任意）レベル 1またはレベル 2の IS-IS隣接ログを個別に表示しま
す。

level {1 | 2}

（任意）出力がエントリの最後の numberに制限されるように指定しま
す。範囲は 1～ 100です。

lastnumber

（任意）出力がエントリの最初の numberに制限されるように指定しま
す。範囲は 1～ 100です。

firstnumber

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis
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___________________
例 次に、show isis adjacency-logコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show isis adjacency-log

IS-IS 10 Level 1 Adjacency log
When System Interface State Details
4d00h 12a1 PO0/5/0/0 d -> i
4d00h 12a1 PO0/5/0/0 i -> u New adjacency

IPv4 Unicast Up
4d00h 12a1 Gi0/6/0/0 d -> u New adjacency
4d00h 12a1 Gi0/6/0/0 u -> d Interface state
down
3d17h 12a1 Gi0/6/0/0 d -> u New adjacency
3d17h 12a1 Gi0/6/0/0 u -> d Interface state
down
01:44:07 12a1 Gi0/6/0/0 d -> u New adjacency

IS-IS 10 Level 2 Adjacency log
When System Interface State Details
4d00h 12a1 PO0/5/0/0 d -> i
4d00h 12a1 PO0/5/0/0 i -> u New adjacency

IPv4 Unicast Up
4d00h 12a1 Gi0/6/0/0 d -> u New adjacency
4d00h 12a1 Gi0/6/0/0 u -> d Interface state
down
3d17h 12a1 Gi0/6/0/0 d -> u New adjacency
3d17h 12a1 Gi0/6/0/0 u -> d Interface state
down
01:44:07 12a1 Gi0/6/0/0 d -> u New adjacency

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 3：show isis adjacency-log のフィールドの説明

説明フィールド

イベントが記録されてからの経過時間（時間:
分:秒）。

When

隣接ルータのシステム ID。System

隣接変更に関係するインターフェイスを指定し

ます。

Interface

記録されたイベントの状態の移行。State

隣接変更の説明。Details
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show isis checkpoint adjacency
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）チェックポイント隣接データベースを表示する
には、XR EXECモードで show isis checkpoint adjacencyコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] checkpoint adjacency

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り IS-ISチェックポイント隣
接を表示します。

• instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたインスタン
ス ID（英数字）です。

instanceinstance-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-ISチェックポイン

ト隣接を表示します。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン チェックポイントされた隣接を表示するには、show isis checkpoint adjacencyコマンドを使用しま

す。この情報によって、シスコ独自のノンストップフォワーディング（NSF）の再開中に隣接デー
タベースを格納できます。このコマンドは、show isis adjacencyコマンドとともに、2つのデータ
ベースの一貫性を確認するために使用できます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis
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___________________
例 次に、show isis checkpoint adjacencyコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show
isis
checkpoint
adjacency

Interface Level System ID State Circuit ID Chkpt ID
Gi3/0/0/1 1 router-gsr8 Up 0001.0000.0008.04 80011fec
Gi0/4/0/1 1 router-gsr9 Up 0001.0000.0006.01 80011fd8
Gi3/0/0/1 2 router-gsr8 Up 0001.0000.0008.04 80011fc4

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 4：show isis checkpoint adjacency のフィールドの説明

説明フィールド

ネイバーに到達するために使用されるインター

フェイス。

Interface

設定済みのレベル 1またはレベル 2隣接を持つ
ルータのいずれかをリストします。

Level

システムのダイナミックホスト名。ホスト名は

hostnameコマンドを使用して指定されます。ダ
イナミックホスト名が不明であるか、hostname
dynamic disableコマンドが実行されている場
合、6オクテットシステム IDが使用されます。

System ID

ネイバーインターフェイスの状態。State

回線の作成時に回線に対して発行された一意の

ID。
Circuit ID

チェックポイントの作成時にチェックポイント

に対して発行された一意の ID。
Chkpt ID
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show isis checkpoint interface
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）チェックポイントインターフェイスを表示する
には、XR EXECモードで show isis checkpoint interfaceコマンドを使用します。

show isis checkpoint interface

このコマンドにはキーワードまたは引数はありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作または値はありません。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isis checkpoint interfaceコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show isis checkpoint interface

IS-IS 10 checkpoint interface
Interface Index CircNum DIS Areas Chkpt ID
PO0/5/0/0 0 0 NONE 80002fe8
Gi0/6/0/0 1 3 L1L2 80002fd0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。
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表 5：show isis checkpoint interface のフィールドの説明

説明フィールド

ネイバーに到達するために使用されるインター

フェイス。

Interface

インターフェイスの作成時にインターフェイス

に割り当てられたインターフェイスインデック

ス。

Index

回線に対して内部的に発行された一意の ID。CircNum

指定中間システム（DIS）エリア。DIS Areas

チェックポイントの作成時にチェックポイント

に対して発行された一意の ID。
Chkpt ID
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show isis checkpoint lsp
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）チェックポイントリンクステートパケット
（LSP）プロトコルデータユニット（PDU）IDデータベースを表示するには、XR EXECモード
で show isis checkpoint lspコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] checkpoint lsp

___________________
構文の説明

（任意）指定されたインスタンスに限り IS-ISチェックポイント LSPを
表示します。

• instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたインスタン
ス ID（英数字）です。

instanceinstance-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-ISチェックポイン

ト LSPを表示します。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドによって表示されるチェックポイントされた LSPは、シスコ独自のノンストップ

フォワーディング（NSF）の再開中にLSPデータベースを格納するために使用されます。show isis
checkpoint lspコマンドは、show isis databaseコマンドとともに、2つのデータベースの一貫性を
確認するために使用できます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis
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___________________
例 次に、show isis checkpoint lspコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router#
show isis checkpoint lsp

Level LSPID Chkpt ID
1 router-gsr6.00-00 80011f9c
1 router-gsr6.01-00 80011f88
1 router-gsr8.00-00 80011f74
1 router-gsr9.00-00 80011f60
2 router-gsr6.00-00 80011f4c
2 router-gsr6.01-00 80011f38
2 router-gsr8.00-00 80011f24
2 router-gsr9.00-00 80011f10
Total LSP count: 8 (L1: 4, L2 4, local L1: 2, local L2 2)

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 6：show isis checkpoint lsp のフィールドの説明

説明フィールド

設定済みのレベル 1またはレベル 2隣接を持つ
ルータ。

Level

LSP ID。最初の 6オクテットは、LSPを生成し
たルータのシステム IDを形成します。

次のオクテットは疑似ノード IDです。このバ
イトが 0ゼロの場合は、LSPはシステムからの
リンクを記述します。ゼロでない場合は、LSP
は、いわゆる非疑似ノードLSPです。これは、
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルの
ルータリンクステートアドバタイズメント

（LSA）に類似しています。LSPは発信元ルー
タの状態について記述します。

各 LANでは、その LANの指定ルータは、その
LANに接続されたすべてのシステムについて記
述する pseudonodeLSPを作成し、フラッディン
グします。

最後のオクテットは LSP番号です。1つの LSP
内に収まるデータを超えるデータが存在する場

合、LSPは複数のLSPフラグメントに分割され
ます。各フラグメントには、異なるLSP番号が
割り当てられます。アスタリスク（*）は、そ
のLSPが、このコマンドの送信元のシステムに
よって生成されたことを示します。

LSPID
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説明フィールド

チェックポイントの作成時にチェックポイント

に対して発行された一意の ID。
Chkpt ID
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show isis database
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）リンクステートパケット（LSP）データベース
を表示するには、XR EXECモードで show isis databaseコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] database [level {1| 2}] [update] [summary] [detail] [verbose] [*| lsp-id]

___________________
構文の説明

（任意）指定されたインスタンスに限り IS-IS LSPデータベースを表示し
ます。

• instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたインスタン
ス ID（英数字）です。

instanceinstance-id

（任意）レベル 1またはレベル 2の IS-IS LSPデータベースを個別に表示
します。

level {1 | 2}

（任意）アップデートスレッドによって管理された LSPデータベースの
内容を表示します。

update

（任意）LSPID番号、シーケンス番号、チェックサム、ホールドタイム、
およびビット情報を表示します。

summary

（任意）各 LSPの内容を表示します。detail

（任意）各 LSPの内容を表示します。verbose

（任意）LSPプロトコルデータユニット（PDU）識別子。ID番号によっ
て 1つの LSPの内容を表示するか、*をワイルドカード文字として含め
ることができます。

*| lsp-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-IS LSPデータベー

スを表示します。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード XR EXECモード
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン show isis databaseコマンドの各オプションは同じコマンドエントリ内の任意のストリングに入力

できます。たとえば、次の構文はどちらも有効なコマンドを指定し、同じ結果を出力します：show
isis database detail level 2および show isis database level 2 detail。

このコマンドで使用される summaryキーワードは、大規模な IS-ISデータベースをフィルタリン
グし、問題のあるエリアをすばやく特定できます。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、キーワードを指定しない場合の show isis databaseコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show isis database

IS-IS Area a1 (Level-1) Link State Database
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
router-gsr6.00-00 * 0x00000016 0x62c8 896 0/0/0
router-gsr6.01-00 * 0x0000000f 0x56d9 902 0/0/0
router-gsr8.00-00 0x00000019 0x4b6d 1015 0/0/0
router-gsr9.00-00 0x00000016 0x33b7 957 0/0/0

Total LSP count: 4 (L1: 4, L2 0, local L1: 2, local L2 0)

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。
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表 7：show isis database のフィールドの説明

説明フィールド

LSP ID。最初の 6オクテットは、LSPを生成し
たルータのシステム IDを形成します。

次のオクテットは疑似ノード IDです。このバ
イトが 0の場合、LSPはシステムからのリンク
を記述します。ゼロでない場合は、LSPは、い
わゆる非疑似ノード LSPです。これは、Open
Shortest Path First（OSPF）プロトコルのルータ
リンクステートアドバタイズメント（LSA）に
類似しています。LSPは発信元ルータの状態に
ついて記述します。

各 LANでは、その LANの指定ルータは、その
LANに接続されたすべてのシステムについて記
述する pseudonodeLSPを作成し、フラッディン
グします。

最後のオクテットは LSP番号です。1つの LSP
内に収まるデータを超えるデータが存在する場

合、LSPは複数のLSPフラグメントに分割され
ます。各フラグメントには、異なるLSP番号が
割り当てられます。アスタリスク（*）は、そ
のLSPが、このコマンドの送信元のシステムに
よって生成されたことを示します。

LSPID

他のシステムが発信元から最新情報を受信して

いるか判断できる、LSPのシーケンス番号。
LSP Seq Num

LSPパケットのチェックサム。LSP Checksum

LSPが有効になっている時間（秒数）。LSP
Holdtimeが 0である場合は、LSPがパージされ
て、すべてのルータのリンクステートデータ

ベース（LSDB）から削除されていることを示
します。値は、除去されたLSPが完全に削除さ
れるまでに LSDB内に存続する時間を示しま
す。

LSP Holdtime
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説明フィールド

ATT：Attachビット。このビットは、そのルー
タがレベル 2ルータでもあるため、他のエリア
に到達できることを示します。他のレベル 2
ルータへの接続が失われたレベル 1だけのルー
タとレベル 1～ 2ルータは、Attachビットを使
用して最も近いレベル 2ルータを見つけます。
これらは、最も近いレベル 2ルータへのデフォ
ルトルートを指定します。

P：Pビット。中継システムがエリアパーティ
ションの修復ケーブルであるかどうかを検出し

ます。シスコおよび他のベンダーは、エリア

パーティション修復をサポートしません。

OL：過負荷ビット。ISが混雑しているかどう
かを判断します。過負荷ビットが設定される

と、他のルータはルータの計算時にこのシステ

ムを中継ルータとして使用しません。過負荷に

なっているルータに直接接続された宛先のパ

ケットだけが、このルータに送信されます。

ATT/P/OL

次に、show isis databaseコマンドで summaryキーワードを指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show isis database summary

IS-IS 10 Database Summary for all LSPs
Active Purged All

L1 L2 Total L1 L2 Total L1 L2 Total
----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- ----- -----

Fragment 0 Counts
Router LSPs: 1 1 2 0 0 0 1 1 2

Pseudo-node LSPs: 0 0 0 0 0 0 0 0 0
All LSPs: 1 1 2 0 0 0 1 1 2

Per Topology
IPv4 Unicast
ATT bit set LSPs: 0 0 0 0 0 0 0 0 0
OVL bit set LSPs: 0 0 0 0 0 0 0 0 0

All Fragment Counts
Router LSPs: 1 1 2 0 0 0 1 1 2

Pseudo-node LSPs: 0 0 0 0 0 0 0 0 0
All LSPs: 1 1 2 0 0 0 1 1 2

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 8：show isis database summary のフィールドの説明

説明フィールド

ルータに関連付けられたアクティブなLSP、除
去された LSP、および合計 LSP。

Router LSPs
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説明フィールド

pseudonodeに関連付けられたアクティブな
LSP、除去された LSP、および合計 LSP。

Pseudo-node LSPs：

アクティブな LSPと除去された LSPの合計。All LSPs：

Attachビット（ATT）。ルータがレベル 2ルー
タでもあり、他のエリアに到達できることを示

します。他のレベル 2ルータへの接続が失われ
たレベル 1だけのルータとレベル 1～ 2ルータ
は、Attachビットを使用して最も近いレベル 2
ルータを見つけます。これらは、最も近いレベ

ル 2ルータへのデフォルトルートを指定しま
す。

ATT bit set LSPs

過負荷ビット。ISが輻輳しているかどうかを指
定します。過負荷ビットが設定されると、他の

ルータはルータの計算時にこのシステムを中継

ルータとして使用しません。過負荷になってい

るルータに直接接続された宛先のパケットだけ

が、このルータに送信されます。

OVL bit set LSPs

次に、show isis databaseコマンドでdetailverboseキーワードを指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show isis instance isp database detail verbose

IS-IS isp test (Level-1) Link State Database
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
router-5router1.00-00 0x00000003 * 0x00000d44 0x8074460 0x7e2c 457 535
0/0/0

Area Address: 4900
Area Address: 01

NLPID: 0xcc
NLPID: Hostname: router-50x8e

IP Address: 172.1.1.5
MetricMT: 0 IP 172.3.55.0/24Standard (IPv4 Unicast)
Metric: 10 IP 172.6.1.0/24

MT: IPv6 Unicast 0/0/0
MT: IPv4 Multicast Metric: 10 IP 172.7.0./0/240

Metric: 10 IS router-11.00
Metric: 10 IS router-11.01

MT: IPv6 Multicast router-11.00-00 * 0x0000000b 0x8074460
1161 0/0/0

Hostname: Area Address: 49router1
NLPID: 0xcc
Hostname: router-11

IP Address: 192.168.0.145
IP IPv6 Address: 172.1.11.11192:168::145 MetricRouter ID: 0 IP

172192.1168.1110.0/24145
Metric: 10 IP 172IS-Extended router1.016.1.0/24
Metric: 10 IP 172IS-Extended router2.007.0.0/24
Metric: 10 IS routerIS-11Extended router2.0100
Metric: 10 IS router-5.00

router-11.01-00 * 0x00000001 0x80770ec 457 0/0/0
Metric: 0 IS router-11.00
Metric: 0 IS router-5.00
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Affinity: 0x00000000
Interface IP Address: 10.3.11.145
Neighbor IP Address: 10.3.11.143
Physical BW: 155520 kbits/sec
Total LSP count: 3 (L1: 3, L2 0, local L1: 2, local L2 0)
Reservable Global pool BW: 0 kbits/sec
Global Pool BW Unreserved:
IS-IS isp (Level-2) Link State Database
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
router-5.00-00 0x00000005 0x807997c 457 0/0/0
[0]: 0 kbits/sec [1]: 0 kbits/sec
[2]: 0 kbits/sec [3]: 0 kbits/sec
[4]: 0 kbits/sec [5]: 0 kbits/sec
[6]: 0 kbits/sec [7]: 0 kbits/sec

MPLS SRLG: Area Address: 49router2.00
Interface IP Address: 10.3.11.145
Neighbor IP Address: 10.3.11.143
NLPIDFlags: 0xcc0x1 HostnameSRLGs: router-5IP Address[0]: 172.6.10,

[1.5]: 20
Metric: 0 10 IP 172IP-Extended 10.3.5511.0/24
Metric: 10 IP 172IP-Extended 192.1686.10.0145/2432
Metric: 10 IS routerMT (IPv6 Unicast) IS-11Extended router1.0001
Metric: 10 IP 172.1.0.0MT (IPv6 Unicast) IPv6 192:168::145/24128
Metric: 10 IS routerMT (IPv4 Multicast) IS-11Extended router1.01
Metric: 10 IP 172.8.111.0/24

router-11.00-00 * 0x0000000d 0x807997c 1184 0/0/0
Area Address: 49
NLPID: 0xcc
Hostname: router-11
IP Address: 172.28.111.111
Metric: 0 IP 172.8.111.0/24
Metric: 10 IP 172.6.1.0/24
Metric: 10 IP 172MT (IPv4 Multicast) IP-Extended 192.7168.0./
Metric: 10 IS router-11.01
Metric: 10 IS router-5.00
Metric: 10 IP 172.3.55.0MT (IPv6 Multicast) IPv6 192:168::145/24.01-00

0x0000013e 0x80770ec 0x3309 457 1159 0/0/0
Metric: 0 IS routerIS-11Extended router1.00
Metric: 0 IS routerIS-5Extended router2.00

Total LSP count: 3 (L1: 0, L2 3, local L1: 0, local L2 2)

出力に示されるように、show isis databaseコマンドによって表示された情報の横に、detailverbose
キーワードを指定したコマンドによって各 LSPの内容が表示されます。
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表 9：show isis instance isp database detail のフィールドの説明

説明フィールド

LSP ID。最初の 6オクテットは、LSPを生成し
たルータのシステム IDを形成します。

次のオクテットは疑似ノード IDです。このバ
イトが 0の場合、LSPはシステムからのリンク
を記述します。ゼロでない場合は、LSPは、い
わゆる非疑似ノード LSPです。これは、Open
Shortest Path First（OSPF）プロトコルのルータ
リンクステートアドバタイズメント（LSA）に
類似しています。LSPは発信元ルータの状態に
ついて記述します。

各 LANでは、その LANの指定ルータは、その
LANに接続されたすべてのシステムについて記
述する pseudonodeLSPを作成し、フラッディン
グします。

最後のオクテットは LSP番号です。1つの LSP
内に収まるデータを超えるデータが存在する場

合、LSPは複数のLSPフラグメントに分割され
ます。各フラグメントには、異なるLSP番号が
割り当てられます。アスタリスク（*）は、そ
のLSPが、このコマンドの送信元のシステムに
よって生成されたことを示します。

LSPID

他のシステムが発信元から最新情報を受信して

いるか判断できる、LSPのシーケンス番号。
LSP Seq Num

LSPパケットのチェックサム。LSP Checksum

LSPが有効である時間（秒単位）。LSPHoldtime
が 0である場合は、LSPがパージされて、すべ
てのルータのリンクステートデータベース

（LSDB）から削除されていることを示します。
値は、除去されたLSPが完全に削除されるまで
に LSDB内に存続する時間を示します。

LSP Holdtime
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説明フィールド

ATT：Attachビット。このビットは、そのルー
タがレベル 2ルータでもあるため、他のエリア
に到達できることを示します。他のレベル 2
ルータへの接続が失われたレベル 1だけのルー
タとレベル 1～ 2ルータは、Attachビットを使
用して最も近いレベル 2ルータを見つけます。
これらは、最も近いレベル 2ルータへのデフォ
ルトルートを指定します。

P：Pビット。中継システムがエリアパーティ
ションの修復ケーブルであるかどうかを検出し

ます。シスコおよび他のベンダーは、エリア

パーティション修復をサポートしません。

OL：過負荷ビット。ISが混雑しているかどう
かを判断します。過負荷ビットが設定される

と、他のルータはルータの計算時にこのシステ

ムを中継ルータとして使用しません。過負荷に

なっているルータに直接接続された宛先のパ

ケットだけが、このルータに送信されます。

ATT/P/OL

ルータから到達可能なエリアアドレス。レベル

1 LSPの場合は、送信元ルータ上で手動により
設定されるエリアアドレスになります。レベル

2 LSPの場合、このルートが属しているエリア
のすべてのエリアアドレスです。

Area Address

ネットワーク層プロトコル識別子（NLPID）。NLPID

ノードのホスト名。Hostname

ノードのアドレス。IP Address:

発信元ルータとアドバタイズされるネイバー間

の隣接のコストの IS-ISメトリック、またはア
ドバタイズするルータからアドバタイズされる

宛先までにかかるコストのメトリック（IPアド
レス、エンドシステム（ES）、またはコネク
ションレス型ネットワークサービス（CLNS）
のプレフィックスを指定できます）。

Metric
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次に、show isis databasedetailコマンドの、別の出力例を示します。これはレベル 2 LSPです。エ
リアアドレス 39.0001は、ルータが存在するエリアのアドレスです。

RP/0/RSP0/CPU0:router# show isis database level 2 detail

IS-IS Level-2 Link State Database
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
0000.0C00.1111.00-00* 0x00000006 0x4DB3 1194 0/0/0
Area Address: 39.0001
NLPID: 0x81 0xCC
IP Address: 172.18.1.17
Metric: 10 IS 0000.0C00.1111.09
Metric: 10 IS 0000.0C00.1111.08
Metric: 10 IP 172.17.4.0 255.255.255.0
Metric: 10 IP 172.18.8.0 255.255.255.0
Metric: 0 IP-External 10.0.0.0 255.0.0.0

IPエントリは、ルータがアドバタイズする、直接接続された IPサブネット（関連メトリックを含
む）です。IP-Externalエントリは再配布されるルートです。

表 10：show isis database level 2 detail のフィールドの説明

説明フィールド

LSP ID。最初の 6オクテットは、LSPを生成し
たルータのシステム IDを形成します。

次のオクテットは疑似ノード IDです。このバ
イトが 0の場合、LSPはシステムからのリンク
を記述します。ゼロでない場合は、LSPは、い
わゆる非疑似ノード LSPです。これは、Open
Shortest Path First（OSPF）プロトコルのルータ
リンクステートアドバタイズメント（LSA）に
類似しています。LSPは発信元ルータの状態に
ついて記述します。

各 LANでは、その LANの指定ルータは、その
LANに接続されたすべてのシステムについて記
述する pseudonodeLSPを作成し、フラッディン
グします。

最後のオクテットは LSP番号です。1つの LSP
内に収まるデータを超えるデータが存在する場

合、LSPは複数のLSPフラグメントに分割され
ます。各フラグメントには、異なるLSP番号が
割り当てられます。アスタリスク（*）は、そ
のLSPが、このコマンドの送信元のシステムに
よって生成されたことを示します。

LSPID

他のシステムが発信元から最新情報を受信して

いるか判断できる、LSPのシーケンス番号。
LSP Seq Num
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説明フィールド

LSPパケットのチェックサム。LSP Checksum

LSPが有効になっている時間（秒数）。LSP
Holdtimeが 0である場合は、LSPがパージされ
て、すべてのルータのリンクステートデータ

ベース（LSDB）から削除されていることを示
します。値は、除去されたLSPが完全に削除さ
れるまでに LSDB内に存続する時間を示しま
す。

LSP Holdtime

ATT：Attachビット。このビットは、そのルー
タがレベル 2ルータでもあるため、他のエリア
に到達できることを示します。他のレベル 2
ルータへの接続が失われたレベル 1だけのルー
タとレベル 1～ 2ルータは、Attachビットを使
用して最も近いレベル 2ルータを見つけます。
これらは、最も近いレベル 2ルータへのデフォ
ルトルートを指定します。

P：Pビット。中継システムがエリアパーティ
ションの修復ケーブルであるかどうかを検出し

ます。シスコおよび他のベンダーは、エリア

パーティション修復をサポートしません。

OL：過負荷ビット。ISが混雑しているかどう
かを判断します。過負荷ビットが設定される

と、他のルータはルータの計算時にこのシステ

ムを中継ルータとして使用しません。過負荷に

なっているルータに直接接続された宛先のパ

ケットだけが、このルータに送信されます。

ATT/P/OL

ルータから到達可能なエリアアドレス。レベル

1 LSPの場合は、送信元ルータ上で手動により
設定されるエリアアドレスになります。レベル

2 LSPの場合は、このルータが属するエリアの
すべてのエリアアドレスになります。

Area Address

ネットワーク層プロトコル識別子（NLPID）。NLPID

ノードのホスト名。Hostname

ノードの IPアドレス。IP Address:
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説明フィールド

発信元ルータとアドバタイズされるネイバー間

の隣接のコストの IS-ISメトリック、またはア
ドバタイズするルータからアドバタイズされる

宛先までにかかるコストのメトリック（IPアド
レス、エンドシステム（ES）、またはコネク
ションレス型ネットワークサービス（CLNS）
のプレフィックスを指定できます）。

Metric:

表 11：show isis database verbose のフィールドの説明

説明フィールド

LSP ID。最初の 6オクテットは、LSPを生成し
たルータのシステム IDを形成します。

次のオクテットは疑似ノード IDです。このバ
イトがゼロの場合は、LSPはシステムからのリ
ンクを記述します。ゼロでない場合は、LSP
は、いわゆる非疑似ノードLSPです。これは、
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルの
ルータリンクステートアドバタイズメント

（LSA）に類似しています。LSPは発信元ルー
タの状態について記述します。

各 LANでは、その LANの指定ルータは、その
LANに接続されたすべてのシステムについて記
述する pseudonodeLSPを作成し、フラッディン
グします。

最後のオクテットは LSP番号です。1つの LSP
内に収まるデータを超えるデータが存在する場

合、LSPは複数のLSPフラグメントに分割され
ます。各フラグメントには、異なるLSP番号が
割り当てられます。アスタリスク（*）は、そ
のLSPが、このコマンドの送信元のシステムに
よって生成されたことを示します。

LSPID

他のシステムが発信元から最新情報を受信して

いるか判断できる、LSPのシーケンス番号。
LSP Seq Num

LSPパケットのチェックサム。LSP Checksum
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説明フィールド

LSPが有効になっている時間（秒数）。LSP
Holdtimeがゼロである場合は、LSPがパージさ
れて、すべてのルータのリンクステートデータ

ベース（LSDB）から削除されていることを示
します。値は、除去されたLSPが完全に削除さ
れるまでに LSDB内に存続する時間を示しま
す。

LSP Holdtime

ATT：Attachビット。このビットは、そのルー
タがレベル 2ルータでもあるため、他のエリア
に到達できることを示します。他のレベル 2
ルータへの接続が失われたレベル 1だけのルー
タとレベル 1～ 2ルータは、Attachビットを使
用して最も近いレベル 2ルータを見つけます。
これらは、最も近いレベル 2ルータへのデフォ
ルトルートを指定します。

P：Pビット。中継システムがエリアパーティ
ションの修復ケーブルであるかどうかを検出し

ます。シスコおよび他のベンダーは、エリア

パーティション修復をサポートしません。

OL：過負荷ビット。ISが混雑しているかどう
かを判断します。過負荷ビットが設定される

と、他のルータはルータの計算時にこのシステ

ムを中継ルータとして使用しません。過負荷に

なっているルータに直接接続された宛先のパ

ケットだけが、このルータに送信されます。

ATT/P/OL

ルータから到達可能なエリアアドレス。レベル

1 LSPの場合は、送信元ルータ上で手動により
設定されるエリアアドレスになります。レベル

2 LSPの場合は、このルータが属するエリアの
すべてのエリアアドレスになります。

Area Address

ネットワーク層プロトコル識別子（NLPID）。NLPID

ノードのホスト名。Hostname

ノードの IPアドレス。IP Address
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説明フィールド

発信元ルータとアドバタイズされるネイバー間

の隣接のコストの IS-ISメトリック、またはア
ドバタイズするルータからアドバタイズされる

宛先までにかかるコストのメトリック（IPアド
レス、エンドシステム（ES）、またはコネク
ションレス型ネットワークサービス（CLNS）
のプレフィックスを指定できます）。

Metric

ホスト名またはシステム IDによって識別され
るネイバーごとのMPLS SRLG TLV情報。

MPLS SRLG

ローカルインターフェイス IPアドレス。Interface IP Address

リモートインターフェイス IPアドレス。Neighbor IP Address

SRLG TLVで伝達されるフラグ。インターフェ
イスに番号が付けられている場合は、最下位

ビット（LSB）が設定されます。

Flags

SRLG値。SRLG

これは、show isis databaseverboseコマンドからの出力例です。出力では、IPv4隣接セグメント
ID（SID）、プレフィックス（ノード）SID、およびセグメントルーティンググローバルブロッ
ク（SRGB）の値が表示されます。
RP/0/RP0/CPU0:router show isis database verbose
Fri May 2 17:53:44.575 PDT

IS-IS DEFAULT (Level-1) Link State Database
LSPID LSP Seq Num LSP Checksum LSP Holdtime ATT/P/OL
p1.00-00 0x00000080 0x4780 1044 1/0/0
Area Address: 49.0001
NLPID: 0xcc
NLPID: 0x8e
MT: Standard (IPv4 Unicast)
MT: IPv6 Unicast 1/0/0
Hostname: p1
IP Address: 172.16.255.101
IPv6 Address: 2001:db8::ff:101
Router Cap: 172.16.255.101, D:0, S:0
Segment Routing: I:1 V:0, SRGB Base: 16000 Range: 7999

Metric: 10 IS-Extended p2.00
Interface IP Address: 172.16.2.4
Neighbor IP Address: 172.16.2.5
ADJ-SID: F:0 B:0 weight:0 Adjacency-sid:24002

Metric: 10 IS-Extended pe1.00
Interface IP Address: 172.16.1.1
Neighbor IP Address: 172.16.1.0
ADJ-SID: F:0 B:0 weight:0 Adjacency-sid:24003

Metric: 10 IP-Extended 172.16.1.0/31
Metric: 10 IP-Extended 172.16.2.2/31
Metric: 10 IP-Extended 172.16.2.4/31
Metric: 10 IP-Extended-Interarea 172.16.255.2/32
Admin. Tag: 255
Prefix-SID Index: 42, R:1 N:0 P:1
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Metric: 0 IP-Extended 172.16.255.101/32
Prefix-SID Index: 141, R:0 N:0 P:0

Metric: 10 MT (IPv6 Unicast) IS-Extended p2.00
Metric: 10 MT (IPv6 Unicast) IS-Extended pe1.00
Metric: 10 MT (IPv6 Unicast) IPv6 2001:db8::1:0/127
Metric: 10 MT (IPv6 Unicast) IPv6 2001:db8::2:2/127
Metric: 10 MT (IPv6 Unicast) IPv6 2001:db8::2:4/127
Metric: 10 MT (IPv6 Unicast) IPv6-Interarea 2001:db8::ff:2/128
Admin. Tag: 255

Metric: 0 MT (IPv6 Unicast) IPv6 2001:db8::ff:101/128

   Cisco NCS 5000 シリーズルータのルーティングコマンドリファレンス
150

IS-IS コマンド
show isis database



show isis database-log
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）データベースログ内のエントリを表示するに
は、XR EXECモードで show isis database-logコマンドを使用します。

show isis database-log [level {1| 2}] [last number| first number]

___________________
構文の説明

（任意）レベル 1またはレベル 2のデータベースログを個別に表示し
ます。

level {1 | 2}

（任意）出力がエントリの最後の numberに制限されるように指定しま
す。範囲は 1～ 1000です。

lastnumber

（任意）出力がエントリの最初の numberに制限されるように指定しま
す。範囲は 1～ 1000です。

firstnumber

___________________
コマンドデフォルト レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis

Cisco NCS 5000 シリーズルータのルーティングコマンドリファレンス
151

IS-IS コマンド
show isis database-log



___________________
例 次に、show isis database-logコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show isis database-log

IS-IS 10 Level 1 Link State Database Log
New LSP Old LSP

WHEN LSPID Op Seq Num Holdtime OL Seq Num Holdtime OL
01:17:19 12b1.03-00 REP 0x00000003 1200 0 0x00000002 340 0
001:06:20 12b1.00-00 REP 0x000001d8 1200 0 0x000001d7 375 0
01:06:00 12b1.03-00 REP 0x00000004 1200 0 0x00000003 520 0
01:05:46 12a1.00-00 REP 0x000001fc 1200 0 0x000001fb 425 0
00:55:01 12b1.00-00 REP 0x000001d9 1200 0 0x000001d8 520 0
00:53:39 12b1.03-00 REP 0x00000005 1200 0 0x00000004 459 0
00:53:19 12a1.00-00 REP 0x000001fd 1200 0 0x000001fc 453 0
00:42:12 12b1.00-00 REP 0x000001da 1200 0 0x000001d9 431 0
00:39:56 12b1.03-00 REP 0x00000006 1200 0 0x00000005 376 0
00:38:54 12a1.00-00 REP 0x000001fe 1200 0 0x000001fd 334 0
00:29:10 12b1.00-00 REP 0x000001db 1200 0 0x000001da 418 0
00:27:22 12b1.03-00 REP 0x00000007 1200 0 0x00000006 446 0
00:25:10 12a1.00-00 REP 0x000001ff 1200 0 0x000001fe 375 0
00:17:04 12b1.00-00 REP 0x000001dc 1200 0 0x000001db 473

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 12：show isis database-log のフィールドの説明

説明フィールド

イベントが記録されてからの経過時間（時間:
分:秒）。

WHEN
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説明フィールド

LSP ID。最初の 6オクテットは、LSPを生成し
たルータのシステム IDを形成します。

次のオクテットは疑似ノード IDです。このバ
イトが 0ゼロの場合は、LSPはシステムからの
リンクを記述します。ゼロでない場合は、LSP
は、いわゆる非疑似ノードLSPです。これは、
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルの
ルータリンクステートアドバタイズメント

（LSA）に類似しています。LSPは発信元ルー
タの状態について記述します。

各 LANでは、その LANの指定ルータは、その
LANに接続されたすべてのシステムについて記
述する pseudonodeLSPを作成し、フラッディン
グします。

最後のオクテットは LSP番号です。1つの LSP
内に収まるデータを超えるデータが存在する場

合、LSPは複数のLSPフラグメントに分割され
ます。各フラグメントには、異なるLSP番号が
割り当てられます。アスタリスク（*）は、そ
のLSPが、このコマンドの送信元のシステムに
よって生成されたことを示します。

LSPID

トポロジに追加される新しいルータまたは

pseudonode。
New LSP

トポロジから消去される古いルータまたは

pseudonode。
Old LSP

データベース上の動作：挿入（INS）または置
き換え（REP）。

Op

他のシステムが発信元から最新情報を受信して

いるか判断できる、LSPのシーケンス番号。
Seq Num

LSPが有効になっている時間（秒数）。LSP
Holdtimeが 0である場合は、LSPがパージされ
て、すべてのルータのリンクステートデータ

ベース（LSDB）から削除されていることを示
します。値は、除去されたLSPが完全に削除さ
れるまでに LSDB内に存続する時間を示しま
す。

Holdtime
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説明フィールド

過負荷ビット。ISが混雑しているかどうかを判
断します。過負荷ビットが設定されると、他の

ルータはルータの計算時にこのシステムを中継

ルータとして使用しません。過負荷になってい

るルータに直接接続された宛先のパケットだけ

が、このルータに送信されます。

OL
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show isis hostname
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルータ name-to-system IDマッピングテーブル内
のエントリを表示するには、XR EXECモードで show isis hostnameコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] hostname

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り、IS-ISルータname-to-system
IDマッピングテーブルを表示します。

instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたインスタンス ID
（英数字）です。

instanceinstance-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-ISルータ

name-to-system IDマッピングテーブルを表示します。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン ダイナミックホスト名がディセーブルの場合、show isis hostnameコマンドはエントリを表示しま

せん。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis
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___________________
例 次に、show isis hostnameコマンドで instanceと instance-id値を指定した場合の出力例を示しま

す。

RP/0/RP0/CPU0:router# show isis instance isp hostname

ISIS isp hostnames
Level System ID Dynamic Hostname
1 0001.0000.0005 router
2 * 0001.0000.0011 router-11

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 13：show isis instance isp hostname のフィールドの説明

説明フィールド

ルータの IS-ISレベル。Level

システムのダイナミックホスト名。ホスト名は

hostnameコマンドを使用して指定されます。ダ
イナミックホスト名が不明であるか、hostname
dynamic disableコマンドが実行されている場
合、6オクテットシステム IDが使用されます。

System ID

ルータのホスト名。Dynamic Hostname

ローカルルータ。*
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show isis interface
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インターフェイスに関する情報を表示するには、
XR EXECモードで show isis interfaceコマンドを使用します。

show isis interface [type interface-path-id| level {1| 2}] [brief]

___________________
構文の説明

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、showinterfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

（任意）レベル 1またはレベル 2の IS-ISインターフェイス情報を個別に指
定します。

level {1 | 2}

（任意）簡単なインターフェイス出力を表示します。brief

___________________
コマンドデフォルト すべての IS-ISインターフェイスを表示します。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis
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___________________
例 次に、show isis interfaceコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router#show isis interface
tenGigE 0/3/0/2

tenGigE 0/3/0/2 Enabled
Adjacency Formation: Enabled
Prefix Advertisement: Enabled
BFD: Disabled
BFD Min Interval: 150
BFD Multiplier: 3

Circuit Type: level-2-only
Media Type: P2P
Circuit Number: 0
Extended Circuit Number: 67111168
Next P2P IIH in: 4 s
LSP Rexmit Queue Size: 0

Level-2
Adjacency Count: 1
LSP Pacing Interval: 33 ms
PSNP Entry Queue Size: 0

CLNS I/O
Protocol State: Up
MTU: 4469

IPv4 Unicast Topology: Enabled
Adjacency Formation: Running
Prefix Advertisement: Running
Metric (L1/L2): 10/100
MPLS LDP Sync (L1/L2): Disabled/Disabled

IPv6 Unicast Topology: Disabled (Not cfg on the intf)

IPv4 Address Family: Enabled
Protocol State: Up
Forwarding Address(es): 10.3.10.143
Global Prefix(es): 10.3.10.0/24

IPv6 Address Family: Disabled (No topology enabled which uses IPv6)

LSP transmit timer expires in 0 ms
LSP transmission is idle
Can send up to 9 back-to-back LSPs in the next 0 ms

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 14：show isis interface のフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスのステータス（イネーブル/
ディセーブルのいずれか）。

tenGigE0/6/0/0

隣接の形成のステータス（イネーブル/ディセー
ブルのいずれか）。

Adjacency formation:
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説明フィールド

接続されたプレフィックスのアドバタイジング

のステータス（イネーブル/ディセーブルのいず
れか）。

Prefix Advertisement:

Bidirectional Forwarding Detection（BFD）のス
テータス（イネーブル/ディセーブルのいずれ
か）。

BFD:

BFDの最小間隔。BFD Min Interval:

BFDの乗数。BFD Multiplier:

インターフェイスが実行されるレベル

（circuit-typeの設定）。ルータ上のレベルのサ
ブセットとなる可能性があります。

Circuit Type:

IS-ISが実行されるメディアタイプ。Media Type:

回線に内部的に割り当てられた一意の ID（8
ビットの整数）。

Circuit Number:

ポイントツーポイントインターフェイスに限り

有効（32ビットの整数）。
Extended Circuit Number:

インターフェイス上の保留中の LSP再伝送の
数。

LSP Rexmit Queue Size:

同じプロトコルのセットをサポートするネイ

バールータによって形成された隣接の数。

Adjacency Count:

次のPSNP内への取り込みが保留中のSNPエン
トリの数。

PSNP Entry Queue Size:

LANの ID。LAN ID:

このインターフェイスのプライオリティまたは

指定中間システムのプライオリティ。

Priority (Local/DIS):

次のLANhelloメッセージが送信される間隔（秒
単位）。

Next LAN IIH in:

リンクステートパケット（LSP）伝送レート
（および他のシステムの受信レートを推定する

ことにより）を短縮する間隔。

LSP Pacing Interval:
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説明フィールド

プロトコルの稼働状態（アップまたはダウ

ン）。

Protocol State:

リンクの最大伝送単位（MTU）。MTU:

ネイバーのデータリンクアドレス（サブネッ

トワーク接続点 [SNPA]とも呼ばれます）。
SNPA:

レイヤ2マルチキャストグループ内のインター
フェイスメンバーシップのステータス。ステー

タスのオプションはYesまたはマルチキャスト
グループのメンバではない理由です。

All Level-n ISs:

トポロジのステータス（イネーブル/ディセーブ
ルのいずれか）。

IPv4 Unicast Topology:

隣接情報のステータス。ステータスのオプショ

ンは Runningまたは隣接を形成する準備ができ
ていない理由です。

Adjacency Formation:

プレフィックスのアドバタイジングのステータ

ス（イネーブル/ディセーブルのいずれか）。
Prefix Advertisement:

発信元ルータとアドバタイズされるネイバー間

の隣接のコストの IS-ISメトリック、またはア
ドバタイズするルータからアドバタイズされる

宛先までにかかるコストのメトリック（IPアド
レス、エンドシステム（ES）、またはコネク
ションレス型ネットワークサービス（CLNS）
のプレフィックスを指定できます）。

Metric (L1/L2):

LDP IS-IS同期のステータス（イネーブル/ディ
セーブルのいずれか）。イネーブルの場合、同

期の状態（Sync Status）が、実現しているか、
実現していないかのいずれかで追加表示されま

す。

MPLS LDP Sync (L1/L2)

アドレスファミリのステータス（イネーブル/
ディセーブルのいずれか）。

IPv4 Address Family:

プロトコルの状態。Protocol State:
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説明フィールド

ネクストホップフォワーディングに対するネイ

バーとして使用される、このインターフェイス

上のアドレス

Forwarding Address(es):

LSP内に含まれる、このインターフェイスのプ
レフィックス

Global Prefix(es):

LSP伝送の有効期間の間隔（ミリ秒単位）。LSP transmit timer expires in

LSP伝送の状態。有効な状態は次のとおりで
す。

•アイドル

•進行中

•要求済み

•要求済みおよび進行中

LSP transmission is

次に、show isis interfaceコマンドで briefキーワードを指定した場合の出力例を示します。

RP/0/0/CPU0:router# show isis interface brief

Interface All Adjs Adj Topos Adv Topos CLNS MTU Prio
OK L1 L2 Run/Cfg Run/Cfg L1 L2

----------------- --- --------- --------- --------- ---- ---- --------
PO0/5/0/0 Yes 1 1 1/1 1/1 Up 4469 - -
Gi0/6/0/0 Yes 1* 1* 1/1 1/1 Up 1497 64 64

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 15：show isis interface brief のフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスの名前。Interface

このインターフェイスでは、すべてが正常に動

作しています。

All OK

このインターフェイス上のL1およびL2隣接の
数。

Adjs L1 L2

隣接の形成に参加するトポロジの数。隣接の形

成に参加するように設定されたトポロジの数。

Adj Topos Run/Cfg
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説明フィールド

プレフィックスのアドバタイジングに参加する

トポロジの数。プレフィックスのアドバタイジ

ングに参加するように設定されたトポロジの

数。

Adv Topos Run/Cfg

コネクションレス型ネットワークサービスのス

テータス。ステータスのオプションは Upまた
は Downです。

CLNS

インターフェイスの最大伝送単位のサイズ。MTU

インターフェイス L1のプライオリティ。イン
ターフェイス L2のプライオリティ。

Prio L1 L2
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show isis lsp-log
リンクステートパケット（LSP）ログ情報を表示するには、XR EXECモードで show isis lsp-log
コマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] lsp-log [level {1| 2}] [last number| first number]

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り、LSPログ情報を表示しま
す。

• instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたインスタン
ス ID（英数字）です。

instanceinstance-id

（任意）レベル 1またはレベル 2の Intermediate System-to-Intermediate
System（IS-IS）リンクステートデータベースを個別に表示します。

level {1 | 2}

（任意）出力がエントリの最後の numberに制限されるように指定しま
す。範囲は 1～ 20です。

lastnumber

（任意）出力がエントリの最初の numberに制限されるように指定しま
す。範囲は 1～ 20です。

firstnumber

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する LSPログ情報を表示し

ます。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isis lsp-logコマンドで instanceと instance-id値を指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show isis instance isp lsp-log

ISIS isp Level 1 LSP log
When Count Interface Triggers

00:02:36 1
00:02:31 1 LSPREGEN
00:02:26 1 PO4/1 DELADJ
00:02:24 1 PO4/1 NEWADJ
00:02:23 1 Gi5/0 DIS
00:01:27 1 Lo0 IPDOWN
00:01:12 1 Lo0 IPUP

ISIS isp Level 2 LSP log
When Count Interface Triggers

00:02:36 1
00:02:30 1 LSPREGEN
00:02:26 1 PO4/1 DELADJ
00:02:24 1 PO4/1 NEWADJ
00:02:23 1 Gi5/0 DIS
00:02:21 1 AREASET
00:01:27 1 Lo0 IPDOWN
00:01:12 1 Lo0 IPUP

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 16：show isis instance isp lsp-log のフィールドの説明

説明フィールド

ルータの IS-ISレベル。Level

以前に LSPの再構築が行われた時刻（時:分:
秒）。直近20回分の発生内容が記録されます。

When

このLSPの実行をトリガーしたイベントの数。
トポロジの変更がある場合、短時間に複数の

LSPが受信されることがあります。ルータは、
すべてのLSPを実行する前に 5秒間待機するた
め、すべての新しい情報を取り込むことができ

ます。この数は、ルータがすべてのLSPを実行
する前に 5秒間待機している間に発生したイベ
ントの数（新しいLSPの受信など）を意味しま
す。

Count
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説明フィールド

トリガーされたLSP再構築の理由に対応するイ
ンターフェイス。

Interface

LSP再構築をトリガーしたすべての理由を示す
リスト。トリガーは次のとおりです。

• AREASET：エリアセットの変更

• ATTACHFLAG：ビットの接続

• CLEAR：clearコマンド

• CONFIG：設定の変更

• DELADJ：隣接の削除

• DIS：DISの変更

• IFDOWN：インターフェイスのダウン

• IPADDRCHG：IPアドレスの変更

• IPDEFORIG：IP def-orig

• IPDOWN：接続された IPのダウン

• IFDOWN：インターフェイスのダウン

• IPEXT：外部 IP

• IPIA：エリア間 IP

• IPUP：接続された IPのアップ

• LSPDBOL：LSPDBOLビット

• LSPREGEN：LSPの再生成

• NEWADJ：新しい隣接関係

Triggers
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show isis mesh-group
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）メッシュグループ情報を表示するには、XR
EXECモードで show isis mesh-groupコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] mesh-group

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り、メッシュグループ情報
を表示します。

• instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたインスタン
ス ID（英数字）です。

instanceinstance-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-ISメッシュグルー

プ情報を表示します。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isis mesh-groupコマンドで instanceと instance-id値を指定した場合の出力例を示しま

す。

RP/0/RP0/CPU0:router# show isis instance isp mesh-group
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ISIS isp Mesh Groups

Mesh group 6:
tenGigE 0/4/0/1

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 17：show isis instance isp mesh-group のフィールドの説明

説明フィールド

このインターフェイスがメンバであるメッシュ

グループの番号。メッシュグループは、高度に

メッシュされたポイントツーポイントトポロジ

を持つ、非ブロードキャストマルチアクセス

（NBMA）ネットワーク内のリンクステートパ
ケット（LSP）フラッディングを最適化します。
メッシュグループの一部であるインターフェイ

スで最初に受信された LSPは、同じメッシュ
グループのインターフェイス以外のすべてのイ

ンスタンスにフラッディングされます。

Mesh group

メッシュグループ 6に属するインターフェイ
ス。

GigabitEthernet0/4/0/1
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show isis neighbors
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ネイバーに関する情報を表示するには、XREXEC
モードで show isis neighborsコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] neighbors [type interface-path-id| summary] [detail] [systemid system-id]

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り IS-ISネイバー情報を表示
します。

• instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたインスタン
ス ID（英数字）です。

instanceinstance-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘ
ルプ機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリス

トを表示するには、showinterfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘル
プを参照してください。

interface-path-id

（任意）各レベルに対するネイバーステータス数を表示します。summary

（任意）追加の詳細を表示します。detail

（任意）指定されたネイバーに限り情報を表示します。systemidsystem-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対するネイバー情報を表示し

ます。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0
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___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isis neighborsコマンドで instanceと instance-id値を指定した場合の出力例を示しま

す。

Total neighbor count: 3
RP/0/RSP0RP0/CPU0:router# show isis instance isp neighbors detail

IS-IS isp neighbors:
System Id Interface SNPA State Holdtime Type IETF-NSF
e222e Gi0/1/0/0 *PtoP* Up 23 L1 Capable
Area Address(es): 00
IPv4 Address(es): 10.1.0.45*
IPv6 Address(es): fe80::212:daff:fe6b:68a8*
Topologies: 'IPv4 Unicast' 'IPv6 Unicast'

Uptime: 01:09:44
IPFRR: LFA Neighbor: elise

LFA IPv4 address: 10.100.1.2
LFA Router address: 192.168.0.45

e333e LFA Interface: Gi0/1/0/0.1 0012.da6b.68a8 Up 8 L1 Capable 1
e333e Gi0/1/0/0.1 0012.da6b.68a8 Up 8 L1 Capable
Area Address(es): 00
IPv4 Address(es): 10.100.1.2*
Topologies: 'IPv4 Unicast'
Uptime: 01:09:46
IPFRR: LFA Neighbor: elise

LFA IPv4 address: 10.1.0.45
LFA Router address: 192.168.0.45
LFA Interface: Gi0/1/0/0

m44i Gi0/1/0/1 0012.da62.e0a8 Up 7 L1 Capable
Area Address(es): 00 11
IPv4 Address(es): 10.1.2.47*
IPv6 Address(es): fe80::212:daff:fe62:e0a8*
Topologies: 'IPv4 Unicast' 'IPv6 Unicast'

Uptime: 01:09:33

Total neighbor count: 3

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。
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表 18：show isis instance isp neighbors のフィールドの説明

説明フィールド

システムのダイナミックホスト名。ホスト名は

hostnameコマンドを使用して指定されます。ダ
イナミックホスト名が不明であるか、hostname
dynamic disableコマンドが実行されている場
合、6オクテットシステム IDが使用されます。

System ID

ネイバーが到達可能なインターフェイスInterface

ネイバーのデータリンクアドレス（サブネッ

トワーク接続点 [SNPA]とも呼ばれます）。
SNPA

ネイバーインターフェイスの隣接状態。有効な

状態は、Down、Init、および Upです。
State

ネイバーのホールドタイム。Holdtime

隣接のタイプ。Type

ネイバーが IETF-NSF再開メカニズムに追随で
きるかどうかを指定します。有効な状態は

Capableと Unableです。

IETF-NSF

このルータのエリアアドレス数。Area Address(es)

このルータで設定された IPv4アドレス。IPv4 Address(es)

IS-ISが設定されるアドレスおよびサブアドレス
ファミリ。

Topologies

ネイバーがアップ状態になっている期間（時:
分:秒）。

Uptime

IP高速再ルーティング（IPFRR）ループフリー
代替（LFA）ネイバー。

IPFRR: LFA Neighbor

LFAのアドレス。LFA IPv4 address:

LFAインターフェイス。LFA Interface:

次に、show isis neighborsコマンドで summaryキーワードを指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show isis instance isp neighbors summary
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ISIS isp neighbor summary:
State L1 L2 L1L2
Up 0 0 2
Init 0 0 0
Failed 0 0 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 19：show isis neighbors summary のフィールドの説明

説明フィールド

ネイバーの状態はアップ、初期化済み、または

失敗です。

State

レベル 1ネイバーの数。L1

レベル 2ネイバーの数。L2

レベル 1およびレベル 2ネイバーの数。L1L2
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show isis protocol
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インスタンスに関するサマリー情報を表示する
には、XR EXECモードで show isis protocolコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] protocol

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り IS-IS隣接を表示します。

• instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたインスタ
ンス ID（英数字）です。

instanceinstance-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-IS隣接を表示しま

す。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isis protocolコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show isis protocol

IS-IS Router: isp
System Id: 0001.0000.0011
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IS Levels: level-1-2
Manual area address(es):
49

Routing for area address(es):
49

Non-stop forwarding: Cisco Proprietary NSF Restart enabled
Process startup mode: Cold Restart
Topologies supported by IS-IS:
IPv4 Unicast
Level-1 iSPF status: Dormant (awaiting initial convergence)
Level-2 iSPF status: Dormant (awaiting initial convergence)
No protocols redistributed
Distance: 115

Interfaces supported by IS-IS:
Loopback0 is running passively (passive in configuration)
GigabitEthernet 0/4/0/1 is running actively (active in configuration)
GigabitEthernet 0/5/0/1 is running actively (active in configuration)

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 20：show isis protocol のフィールドの説明

説明フィールド

システムのダイナミックホスト名。ホスト名は

hostnameコマンドを使用して指定されます。ダ
イナミックホスト名が不明であるか、hostname
dynamic disableコマンドが実行されている場
合、6オクテットシステム IDが使用されます。

System ID:

ルータの IS-ISレベル。IS Levels:

手動で設定されるエリアアドレス。Manual area address(es)

このルータによって提供されるルーティングの

エリアアドレス。

Routing for areaaddress(es)

ノンストップフォワーディング（NSF）のス
テータスと名前。

Non-stop forwarding:

最終プロセスのスタートアップが実行された

モード。有効なモードは次のとおりです。

• Cisco Proprietary NSF Restart

• IETF NSF Restart

• Cold Restart

Process startup mode:
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説明フィールド

この IS-ISインスタンスの incremental Shortest
Path First（iSPF）設定の状態。次の 4つの状態
があります。

Disabled：iSPFは設定されていませんが、iSPF
アルゴリズムで使用するトポロジが Full SPFに
よって構築されるのを待っています。

Dormant：iSPFは設定されていますが、初期化
の前に初期コンバージェンスを待っています。

Awake：iSPFは設定されていますが、iSPFアル
ゴリズムで使用するトポロジが Full SPFによっ
て構築されるのを待っています。

Active：IS-ISは、新しいルート計算を実行する
必要がある場合に、iSPFアルゴリズムの使用を
考慮する準備ができています。

iSPF status:

表示すべき再配布されるプロトコル情報は存在

しません。

No protocols redistributed:

このプロトコルのアドミニストレーティブディ

スタンス。

Distance:
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show isis route
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）インスタンスの IP到着可能性情報を表示するに
は、XR EXECモードで show isis routeコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] [ipv4| ipv6| afi-all] [unicast| [topology {all| topo-name}]| safi-all] route
[ip-address mask| ip-address/length [longer-prefixes]] [summary] [backup] [detail]

___________________
構文の説明

（任意）指定した IS-ISインスタンスに限り、IP到達可能性情報を表示し
ます。

• instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたインスタン
ス ID（英数字）です。

instanceinstance-id

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）すべてのアドレスプレフィックスを指定します。afi-all

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）中継システムへの IS-ISパスを指定します。topology

（任意）すべてのトポロジを指定します。all

（任意）トポロジテーブル情報およびトポロジテーブル名を指定します。topologytopo-name

（任意）すべてのセカンダリアドレスプレフィックスを指定します。safi-all

（任意）ルーティング情報が表示されるネットワーク IPアドレス。ip-address

（任意）次の 2つの方法のうちいずれかで指定されるネットワークマス
ク。

• 4分割ドット付き 10進表記のアドレスでネットワークマスクを指定
します。たとえば、255.0.0.0の場合、各ビットが 1のときに対応する
アドレスビットがネットワークアドレスであることを示します。

•ネットワークマスクは、スラッシュ（/）と数字で表すことができま
す。たとえば、/8は、マスクの最初の 8ビットが 1であり、対応する
アドレスビットがネットワークアドレスであることを示します。

mask
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（任意）IPプレフィックスの長さ。これは、プレフィックス（アドレスの
ネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数を示す10進数値
です。10進数値の前にスラッシュを付ける必要があります。範囲は0～32
です。

/length

（任意）ルートおよびより詳細なルートを表示します。longer-prefixes

（任意）トポロジのサマリー情報を表示します。summary

（任意）システム IDに対するマルチキャスト情報を表示します。systemid

（任意）このエントリのバックアップ情報を表示します。backup

（任意）リンクステートパケット（LSP）の詳細情報を表示します。detail

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IP到達可能性情報を表

示します。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isis routeコマンドの出力例を示します。

RP/0/RSP0RP0/CPU0:router# show isis route

IS-IS isp IPv4 Unicast routes
Codes: L1 - level 1, L2 - level 2, ia - interarea (leaked into level 1)
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df - level 1 default (closest attached router), su - summary null
C - connected, S - static, R - RIP, B - BGP, O - OSPF
i - IS-IS (redistributed from another instance)

Maximum parallel path count: 8

L2 10.76.240.6/32 [4/115]
via 10.76.245.252, SRP0/1/0/2, isp2
via 10.76.246.252, SRP0/1/0/0, isp2
C 10.76.240.7/32
is directly connected, Loopback0
L2 10.76.240.9/32 [256/115]
via 10.76.249.2, tenGigE 0/3/0/0, isp3
L2 10.76.240.10/32 [296/115]
via 10.76.249.2, tenGigE 0/3/0/0, isp3
C 10.76.245.0/24
is directly connected, SRP0/1/0/2
C 10.76.246.0/24
is directly connected, SRP0/1/0/0
C 10.76.249.0/26
is directly connected, tenGigE 0/3/0/0
L2 10.101.10.0/24 [296/115]
via 10.76.249.2, tenGigE 0/3/0/0, isp3

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 21：show isis route ipv4 unicast のフィールドの説明

説明フィールド

tenGigEインターフェイス 0/5/0/0用に接続され
たルート。

C172.18.0.0/24

tenGigEインターフェイス 0/4/0/1用に接続され
たルート。

C 172.19.1.0/24

ネットワーク 172.35.0.0/24へのレベル 1ルートL1 172.35.0.0/24 [10]

ループバックインターフェイス0の接続された
ルート

C 172.18.0/24

次に、プレフィックスセグメント ID（SID）およびセグメントルーティンググローバルブロッ
ク（SRGB）の値を示す detailキーワードを指定した show isis routeコマンドの出力例を示しま
す。
Sun May 4 13:05:11.073 PDT

L2 172.16.255.2/32 [10/115] medium priority
via 172.16.2.2, tenGigE 0/0/0/1, pe2 tag 255, SRGB Base: 16000, Weight: 0
src pe2.00-00, 172.16.255.2, tag 255, prefix-SID index 42, R:0 N:0 P:0

L1 adv [10] native, propagated, interarea, tag 255, prefix-SID index 42, R:0
N:0 P:0
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show isis spf-log
ルータが Full Shortest Path First（SPF）計算を実行した頻度と理由を表示するには、XREXECモー
ドで show isis spf-logコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] [[ipv4| ipv6| afi-all] [unicast| [topology {all| topo-name}]| safi-all]] spf-log
[level {1| 2}] [ispf| fspf| prc| nhc] [detail| verbose] [last number| first number]

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り、IS-ISSPFログを表示し
ます。

instanceinstance-id

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）すべてのアドレスプレフィックスを指定します。afi-all

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）マルチキャストのアドレスプレフィックスを指定します。multicast

（任意）すべてのトポロジまたは指定したトポロジテーブルのトポロ

ジテーブル情報を指定します。

topologyall |topo-name

（任意）すべてのセカンダリアドレスプレフィックスを指定します。safi-all

（任意）レベル 1またはレベル 2の IS-IS SPFログを個別に表示しま
す。

level {1 | 2}

（任意）incremental SPFエントリだけを指定します。ispf

（任意）Full SPFエントリだけを指定します。fspf

（任意）部分的なルート計算だけを指定します。prc

（任意）ネクストホップルート計算だけを指定します。nhc

（任意）詳細出力を指定します。計算に要した時間と、計算結果によ

る変更の詳細が表示されます。

detail

（任意）詳細な出力を指定します。verbose

（任意）出力がエントリの最後の numberに制限されるように指定しま
す。範囲は 1～ 210です。

lastnumber
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（任意）出力がエントリの最初の numberに制限されるように指定しま
す。範囲は 1～ 210です。

firstnumber

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-IS隣接を表示しま

す。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

すべてのタイプのルート計算（fspf、ispf、および prcだけではなく）を表示します。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isis spf-logコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show isis spf-log

IS-IS 1 Level 1 IPv4 Unicast Route Calculation Log
Time Total Trig

Timestamp Type (ms) Nodes Count First Trigger LSP Triggers
----------- ---- ---- ----- ----- ----- ------- --- --------
--- Thurs Aug 19 2004 ---
12:00:50.787 FSPF 1 1 3 ensoft-grs7.00-00 LSPHEADER TLVCODE
12:00:52.846 FSPF 1 1 1 ensoft-grs7.00-00 LSPHEADER
12:00:56.049 FSPF 1 1 1 ensoft-grs7.00-00 TLVCODE
12:01:02.620 FSPF 1 1 2 ensoft-grs7.00-00 NEWADJ LINKTLV

IS-IS 1 Level 1 IPv4 Unicast Route Calculation Log
Time Total Trig

Timestamp Type (ms) Nodes Count First Trigger LSP Triggers
----------- ---- ---- ----- ----- ----- ------- --- --------
--- Mon Aug 19 2004 ---
12:00:50.790 FSPF 0 1 4 ensoft-grs7.00-00 LSPHEADER TLVCODE
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12:00:54.043 FSPF 1 1 2 ensoft-grs7.00-00 NEWADJ LSPHEADER
12:00:55.922 FSPF 1 2 1 ensoft-grs7.00-00 NEWLSPO
12:00:56.724 FSPF 1 13 1 ensoft-grs7.00-00 NEWLSPO

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 22：show isis spf-log ipv4 unicast のフィールドの説明

説明フィールド

ルータの IS-ISレベル。Level

SPF計算が開始された時刻。Timestamp

この SPFの実行を完了するために要した時間
（ミリ秒単位）。経過時間は実経過時間であ

り、CPU時間ではありません。

Duration

今回のSPF実行で計算されるトポロジを生成す
るルータおよび疑似ノード（LAN）の数。

Nodes

今回のSPF実行をトリガーしたイベントの数。
トポロジが変更されると、複数のリンクステー

トパケット（LSP）が短時間で受信されます。
ルータは、spf-intervalコマンドの設定に応じ
て、ルート計算を実行する前に一定の時間待機

する場合があります。この値は、ルータが計算

の実行まで待っている間に発生したトリガーイ

ベントの数を表します。トリガーイベントの詳

細については、「トリガーの一覧」を参照して

ください。

Trig Count

新しいLSPの到着によって Full SPF計算がトリ
ガーされた場合にルータに保存されるLSPID。
LSPIDは、あるエリアにおけるルーティングの
不安定性の原因を示す場合があります。複数の

LSPによって SPFが 1回実行された場合、最初
に受信したLSPのLSPIDだけが記録されます。

First Trigger LSP

Full SPF計算をトリガーしたすべての理由の一
覧。可能性のあるトリガーの一覧については、

「トリガーの一覧」を参照してください。

Triggers

次の表に、Full SPF計算のトリガーの一覧を示します。
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表 23：トリガーの一覧

説明トリガー

15分ごとの Full SPF計算の実行。PERIODIC

このルータで新しいレベルが設定されました

（is-typeを使用）。
NEWLEVEL

ルータで IS-ISトポロジがクリアされました。RTCLEARED

IP最大パラレルパスが変更されました。MAXPATHCHANGE

リンクメトリックが変更されました。NEWMETRIC

レベル 2 Attachビットが変更されました。ATTACHFLAG

このルータで IS-ISインスタンスに対し別のア
ドミニストレーティブディスタンスが設定され

ました。

ADMINDIST

別のルータへの新しい隣接が作成されました。NEWADJ

隣接が削除されました。DELADJ

バックアップルートが導入されました。BACKUP

incremental SPFのシード。SEEDISPF

IPネクストホップアドレスが変更されました。NEXTHOP

新しい LSP 0がトポロジに出現しました。NEWLSP0

リンクステートデータベース（LSDB）内のい
くつかの LSPの期限が切れました。

LSPEXPIRED

重要な LSPヘッダーフィールドが変更されま
した。

LSPHEADER

タイプ、長さ、値（TLV）オブジェクトコード
の不一致。新しいバージョンの LSPに異なる
TLVオブジェクトが含まれていることを示しま
す。

TLVCODE

リンク TLVの内容が変更されました。LINKTV

プレフィックスTLVの内容が変更されました。PREFIXTLV
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説明トリガー

エリアアドレスの TLVの内容が変更されまし
た。

AREAADDRTLV

IPアドレスの TLVの内容が変更されました。IP ADDRTLV

RRRトンネルが変更されました。TUNNEL

次に、show isis spf-logコマンドで firstキーワードを指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show isis spf-log first 2

IISIS isp Level 1 IPv4 Unicast Route Calculation Log
Time Total Trig

Timestamp Type (ms) Nodes Count First Trigger LSP Triggers
Mon Aug 16 2004

19:25:35.140 FSPF 1 1 1 12a5.00-00 NEWLSP0
19:25:35.646 FSPF 1 1 1 NEWADJ

IISIS isp Level 2 IPv4 Unicast Route Calculation Log
Time Total Trig

Timestamp Type (ms) Nodes Count First Trigger LSP Triggers
Mon Aug 16 2004

19:25:35.139 FSPF 1 1 1 12a5.00-00 NEWLSP0
19:25:35.347 FSPF 1 1 2 12a5.00-00 NEWSADJ TLVCODE

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 24：show isis spf-log first のフィールドの説明

説明フィールド

ルータの IS-ISレベル。Level

SPF計算が開始された時刻。Timestamp

ルート計算の種類。種類としては、incremental
SPF（iSPF）、Full SPF（FSPF）、部分的なルー
ト計算（PRC）があります。

Type

この SPFの実行を完了するために要した時間
（ミリ秒単位）。経過時間は実経過時間であ

り、CPU時間ではありません。

Time (ms)

今回のSPF実行で計算されるトポロジを生成す
るルータおよび疑似ノード（LAN）の数。

Nodes
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説明フィールド

今回のSPF実行をトリガーしたイベントの数。
トポロジが変更されると、複数のリンクステー

トパケット（LSP）が短時間で受信されます。
ルータは、spf-intervalコマンドの設定に応じ
て、ルート計算を実行する前に一定の時間待機

する場合があります。この値は、ルータが計算

の実行まで待っている間に発生したトリガーイ

ベントの数を表します。トリガーイベントの詳

細については、「トリガーの一覧」を参照して

ください。

Trig Count

新しいLSPの到着によって Full SPF計算がトリ
ガーされた場合にルータに保存されるLSPID。
LSPIDは、あるエリアにおけるルーティングの
不安定性の原因を示す場合があります。複数の

LSPによって SPFが 1回実行された場合、最初
に受信したLSPのLSPIDだけが記録されます。

First Trigger LSP

Full SPF計算をトリガーしたすべての理由の一
覧。可能性のあるトリガーの一覧については、

「トリガーの一覧」を参照してください。

Triggers

次に、show isis spf-logコマンドで detailキーワードを指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show isis spf-log detail

IISIS isp Level 1 IPv4 Unicast Route Calculation Log
Time Total Trig

Timestamp Type (ms) Nodes Count First Trigger LSP Triggers
Mon Aug 16 2004

19:25:35.140 FSPF 1 1 1 12a5.00-00 NEWLSP0
Delay: 51ms (since first trigger)
SPT Calculation
CPU Time: 0ms
Real Time: 0ms

Prefix Updates
CPU Time: 1ms
Real Time: 1ms

New LSP Arrivals: 0
Next Wait Interval: 200ms

Results
Reach Unreach Total

Nodes: 1 0 1
Prefixes (Items)
Critical Priority: 0 0 0
High Priority: 0 0 0
Medium Priority 0 0 0
Low Priority 0 0 0

All Priorities 0 0 0
Prefixes (Routes)
Critical Priority: 0 - 0
High Priority: 0 - 0
Medium Priority 0 - 0
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Low Priority: 0 - 0

All Priorities 0 - 0

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 25：show isis spf-log detail のフィールドの説明

説明フィールド

ルータの IS-ISレベル。Level

SPF計算が開始された時刻。Timestamp

ルート計算の種類。種類としては、incremental
SPF（iSPF）、Full SPF（FSPF）、部分的なルー
ト計算（PRC）があります。

Type

この SPFの実行を完了するために要した時間
（ミリ秒単位）。経過時間は実経過時間であ

り、CPU時間ではありません。

Time (ms)

今回のSPF実行で計算されるトポロジを生成す
るルータおよび疑似ノード（LAN）の数。

Nodes

今回のSPF実行をトリガーしたイベントの数。
トポロジが変更されると、複数のリンクステー

トパケット（LSP）が短時間で受信されます。
ルータは、spf-intervalコマンドの設定に応じ
て、ルート計算を実行する前に一定の時間待機

する場合があります。この値は、ルータが計算

の実行まで待っている間に発生したトリガーイ

ベントの数を表します。トリガーイベントの詳

細については、「トリガーの一覧」を参照して

ください。

Trig Count

新しいLSPの到着によって Full SPF計算がトリ
ガーされた場合にルータに保存されるLSPID。
LSPIDは、あるエリアにおけるルーティングの
不安定性の原因を示す場合があります。複数の

LSPによって SPFが 1回実行された場合、最初
に受信したLSPのLSPIDだけが記録されます。

First Trigger LSP

Full SPF計算をトリガーしたすべての理由の一
覧。可能性のあるトリガーの一覧については、

「トリガーの一覧」を参照してください。

Triggers
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説明フィールド

遅延には次の 2種類があります。

1 ルート計算が最初にトリガーされてから実

行されるまでの遅延。

2 最後のルート計算からこのルート計算の開

始までの遅延。これは、SPFインターバル
タイマーが正しく動作していることを確認

するために使用され、最初の遅延のあとの

計算に対してだけ報告されます。

遅延

CPU時間には次の 2種類があります。

1 Shortest PathTree（SPT）の計算に要したCPU
時間（ミリ秒単位）

2 プレフィックスを更新するために要したCPU
時間（ミリ秒単位）

CPU Time

実時間には次の 2種類があります。

1 Shortest Path Tree（SPT）の計算に要した実
時間（ミリ秒単位）

2 プレフィックスを更新するために要した実

時間（ミリ秒単位）

Real Time

このルート計算を開始してから到着したLSPの
数。

New LSP Arrivals

次のルート計算を実行できるまでの遅延。

spf-intervalコマンドの設定に基づきます。
Next Wait Interval

到達可能ノードまたはプレフィックスの数。Reach

到達不能ノードまたはプレフィックスの数。Unreach

さまざまなプライオリティのノードまたはプレ

フィックスの総数。

Total
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show isis statistics
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）トラフィックカウンタを表示するには、XR
EXECモードで show isis statisticsコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] statistics [type interface-path-id]

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り IS-ISトラフィック統計情報を
表示します。

• instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたインスタンス
ID（英数字）です。

instanceinstance-id

インターフェイスタイプ。詳細については、疑問符（?）オンラインヘルプ
機能を使用します。

type

物理インターフェイスまたは仮想インターフェイス。

ルータに現在設定されているすべてのインターフェイスのリスト

を表示するには、show interfacesコマンドを使用します。
（注）

ルータの構文の詳細については、疑問符（?）を使用してオンラインヘルプ
を参照してください。

interface-path-id

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対する IS-ISトラフィック統

計情報を表示します。

IS-ISトラフィック統計情報は、すべてのインターフェイスに対して表示されます。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン show isis statisticsコマンドは、指定したインターフェイスの IS-ISトラフィックカウンタを表示し

ます。インターフェイスが指定されていない場合は、すべてのトラフィックカウンタを表示しま

す。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、すべてのトラフィックカウンタを表示する show isis statisticsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router#show isis statistics
IS-IS isp statistics:

Fast PSNP cache (hits/tries): 164115/301454
Fast CSNP cache (hits/tries): 41828/43302
Fast CSNP cache updates: 2750
LSP checksum errors received: 0
LSP Dropped: 1441
SNP Dropped: 1958
UPD Max Queue size: 2431
Average transmit times and rate:
Hello: 0 s, 987947 ns, 4/s
CSNP: 0 s, 1452987 ns, 0/s
PSNP: 0 s, 1331690 ns, 0/s
LSP: 0 s, 1530018 ns, 1/s

Average process times and rate:
Hello: 0 s, 874584 ns, 41/s
CSNP: 0 s, 917925 ns, 29/s
PSNP: 0 s, 1405458 ns, 0/s
LSP: 0 s, 4352850 ns, 0/s

Level-1:
LSPs sourced (new/refresh): 3376/2754
Level-1::LSPs sourced (new/refresh)SPF calculations : 3376/2754520 ISPF

calculations IPv4 Unicast: 0SPF calculations Next Hop Calculations :
5200ISPF calculations Partial Route Calculations : 0

NextIPFRR R-hop Calculations SPF calculations : 0
Partial Route Calculations IPFRR Parallel calculations: 0

IPv6 Unicast
SPF calculations : 527
ISPF calculations : 0
Next Hop Calculations : 13
Partial Route Calculations : 1
Level-2:

LSPs sourced (new/refresh): 4255/3332
IPv4 Unicast
SPF calculations : 432
ISPF calculations : 0
Next Hop Calculations : 8
LSPs sourced (new/refresh)Partial Route Calculations: 4255/33320LSPs sourced

(new/refresh)IPFRR R-SPF calculations : 4255/33320
IPFRR Parallel calculations: 0

IPv4 IPv6 Unicast
SPF calculations : 432444
ISPF calculations : 0
Next-hop Next Hop Calculations : 882
Partial Route Calculations : 01 Interface GigabitEthernet0/1/0/1.1:

Level-1 Hellos (sent/rcvd): 22398/25633
Level-1 DR Elections : 66
Level-1 LSPs (sent/rcvd) : 246/7077
Level-1 CSNPs (sent/rcvd) : 0/33269
Level-1 PSNPs (sent/rcvd) : 22/0
Level-1 LSP Flooding Duplicates : 25129
Level-2 Hellos (sent/rcvd): 22393/67043
Level-2 DR Elections : 55
Level-2 LSPs (sent/rcvd) : 265/437
Level-2 CSNPs (sent/rcvd) : 0/86750
Level-2 PSNPs (sent/rcvd) : 0/0
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Level-2 LSP Flooding Duplicates : 78690

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 26：show isis statistics のフィールドの説明

説明フィールド

ルックアップが成功した回数（hits）と、ルッ
クアップの試行回数（tries）。同じ LSPを複数
回受信した場合の時間と処理能力を節約するた

めに、IS-ISは受信 LSPをルックアップし、最
近受信したかどうかを確認します。

Fast PSNP cache (hits/tries)

ルックアップが成功した回数（hits）と、ルッ
クアップの試行回数（tries）。CSNPの構築時
間を短縮するため、IS-ISはCSNPのキャッシュ
を保持しており、インターフェイス上で送信す

る前に、このキャッシュ内の CSNPをルック
アップします。

Fast CSNP cache (hits/tries):

最後に統計情報をクリアしてからCSNPキャッ
シュが更新された回数。キャッシュは、データ

ベースに対してLSPを追加または削除すると更
新されます。

Fast CSNP cache updates:

LSPで受信した内部チェックサムエラーの数。LSP checksum errors received:

ドロップされた hello、LSP、SNPメッセージの
数。

IIH (LSP/SNP) dropped:

キューに格納された最大パケット数。IIH (UPD) Max Queue size:

pduタイプを送信するために要した時間のすべ
てのインターフェイスでの平均と、それに対応

する pduタイプの送信速度。

Average transmit times and rate:

受信 pduタイプを処理するために要した時間の
すべてのインターフェイスでの平均と、それに

対応する pduタイプの受信速度。

Average process times and rate:

この IS-ISインスタンスが作成または更新した
LSPの数。これらの LSPの詳細を検索するに
は、show isis lsp-logコマンドを使用します。

LSPs sourced (new/refresh):
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説明フィールド

Shortest Path First（SPF）計算の回数。SPF計算
が実行されるのは、トポロジが変更されたとき

だけです。外部ルートが変更された場合は実行

されません。SPF計算を実行する間隔は、
spf-intervalコマンドを使用して設定します。

SPF calculations:

incremental shortest path first（iSPF）計算の数。
iSPF計算は、ISPFが isisアドレスファミリコ
ンフィギュレーションサブモードで設定されて

いる場合にのみ実行されます。

iSPF calculations:

部分的なルート計算（PRC）の回数。PRCはプ
ロセッサを大量に消費します。そのため、特に

低速なネットワーキングデバイスでは、特に

PRCの実行頻度を制限することをお勧めしま
す。PRCの間隔を長くすることで、ルータ上の
プロセッサ負荷が減りますが、コンバージェン

スの速度が遅くなる可能性があります。PRC計
算を実行する間隔は、spf-intervalコマンドを使
用して設定します。

Partial Route Calculations:

このインターフェイス上で送受信された、LSP、
Complete Sequence Number Packet（CSNP）、
Partial Sequence Number Packet（PSNP）、およ
び helloパケットの数。

Level-(1/2) (LSPs/CSNPs/PSNPs/Hellos) (sent/rcvd):

送受信されたポイントツーポイント（PTP）
hello。

PTP Hellos (sent/rcvd):

ポイントツーポイントインターフェイス上での

各 IS-IS LSP上の再伝送の合計数。LSP再伝送
間隔は、retransmit-throttle-intervalコマンドを使
用して設定できます。

LSP Retransmissions:

実行された指定中間システム選出の合計数。こ

れらの数は、レベルごとに保持されます。

Level-(1.2) DRElections:

ネイバーへのフラッディングからフィルタ処理

された重複LSPの数。同じネイバーへのパラレ
ルインターフェイスの場合、IS-ISは同じ LSP
のコピーを他のインターフェイス上で送信しな

いようにすることで、フラッディングを最適化

します。

LSP Flooding Duplicates:
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show isis topology
すべてのエリアの接続された Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）ルータの一覧を表
示するには、XR EXECモードで show isis topologyコマンドを使用します。

show isis [instance instance-id] [[ipv4| ipv6| afi-all] [unicast| [topology {all| topo-name}]| safi-all]]|
summary| level {1| 2} [systemid system-id] [detail]

___________________
構文の説明

（任意）指定された IS-ISインスタンスに限り IS-ISトポロジを表示し
ます。

• instance-id引数は router isisコマンドによって定義されたインスタ
ンス ID（英数字）です。

instanceinstance-id

（任意）IP Version 4アドレスプレフィックスを指定します。ipv4

（任意）IP Version 6アドレスプレフィックスを指定します。ipv6

（任意）すべてのアドレスプレフィックスを指定します。afi-all

（任意）ユニキャストのアドレスプレフィックスを指定します。unicast

（任意）トポロジテーブル情報およびトポロジテーブル名を指定しま

す。

topologytopo-name

（任意）すべてのセカンダリアドレスプレフィックスを指定します。safi-all

（任意）IS-ISトポロジの簡潔な一覧を表示します。summary

（任意）レベル 1またはレベル 2の IS-ISリンクステートトポロジを
個別に表示します。

level {1 | 2}

（任意）指定されたルータに限り情報を表示します。systemidsystem-id

（任意）IS-ISトポロジの詳細情報を表示します。detail

___________________
コマンドデフォルト インスタンス IDを指定しない場合、すべての IS-ISインスタンスに対し、すべてのエリアの接続

されたルータの一覧を表示します。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。
___________________
コマンドモード XR EXECモード
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン show isis topologyコマンドは、すべてのエリアのすべてのルータの存在とその間の接続を確認す

るために使用します。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis

___________________
例 次に、show isis topologyコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show isis topology

IS-IS isp paths to (Level-1) routers
System Id Metric Next-hop Interface SNPA
ensoft-5 10 ensoft-5 PO0/4/0/1 *PtoP*
ensoft-5 10 ensoft-5 Gi0/5/0/0 0003.6cff.0680
ensoft-11 --

IS-IS isp paths to (Level-2) routers
System Id Metric Next-hop Interface SNPA
ensoft-5 10 ensoft-5 PO0/4/0/1 *PtoP*
ensoft-5 10 ensoft-5 Gi0/5/0/0 0003.6cff.0680
ensoft-11 --

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 27：show isis topology ipv4 unicast のフィールドの説明

説明フィールド

システムのダイナミックホスト名。ホスト名は

hostnameコマンドを使用して指定されます。ダ
イナミックホスト名が不明であるか、hostname
dynamicdisableコマンドが実行されている場合、
6オクテットシステム IDが使用されます。

System ID
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説明フィールド

リンクに割り当てられ、ネットワーク内のリン

クを使用する各ルータから他の宛先へのコスト

を計算するために使用されるメトリック。範囲

は 1～ 16777214です。ナローメトリックの場
合、デフォルトは 1～ 63、ワイドメトリック
の場合、デフォルトは1～16777214です。ユー
ザがメトリックを指定していない場合は、内部

的に 0が設定されます。

Metric

ネクストホップのアドレス。Next-hop

ネイバーに到達するために使用されるインター

フェイス。

Interface

ネイバーのデータリンクアドレス（サブネッ

トワーク接続点 [SNPA]とも呼ばれます）。
SNPA

次に、show isis topologyコマンドで summaryキーワードを指定した場合の出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show isis topology summary

IS-IS 10 IS Topology Summary IPv4 Unicast
L1 L2

Reach UnReach Total Reach UnReach Total
------- ------- ------- ------- ------- -------

Router nodes: 1 1 2 1 1 2
Pseudo nodes: 0 0 0 0 0 0

Total nodes: 1 1 2 1 1 2

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 28：show isis topology summary のフィールドの説明

説明フィールド

ルータの IS-ISレベル。L1/L2

到達可能なルータノードまたは pseudonodeの
数。

Reach

到達不能なルータノードまたは pseudonodeの
数。

UnReach

到達可能なノードと到達不能なノードの合計

数。

Total
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show protocols（IS-IS）
指定したアドレスファミリにしたがって複数のプロトコル showコマンドをグループ化するには、
XR EXECモードで show protocolsコマンドを使用します。

show protocols [afi-all| ipv4| ipv6] [all| protocol]

___________________
構文の説明

（任意）すべてのアドレスファミリを指定します。afi-all

（任意）IPv4アドレスファミリを指定します。ipv4

（任意）IPv6アドレスファミリを指定します。ipv6

（任意）指定されたアドレスファミリのすべてのプロトコルを指定します。all

（任意）ルーティングプロトコルを指定します。IPv4アドレスファミリの
場合、オプションは次のとおりです。

• bgp

• isis

• ospf

• rip

• eigrp

IPv6アドレスファミリの場合、オプションは次のとおりです。

• bgp

• isis

• ospfv3

protocol

___________________
コマンドデフォルト アドレスファミリを指定しない場合のデフォルトは IPv4です。

___________________
コマンドモード XR EXECモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0
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___________________
使用上のガイドライン IS-ISインスタンスで IPv6がイネーブルの場合、インスタンスは show protocols ipv6コマンドの出

力に表示されます。show protocols ipv4コマンドの出力では、IPv4 IS-ISインスタンスが表示され
ます。

show protocolsコマンドを ipv6または ipv4キーワードとともに使用すると、IS-ISインスタンスだ
けでなく、その特定のアドレスファミリ内のすべてのルーティングインスタンスが表示されま

す。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取りisis

読み取りrib

___________________
例 次に、show protocolsコマンドの出力例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router# show protocols ipv4

IS-IS Router: uut
System Id: 0000.0000.12a8
IS Levels: level-1-2
Manual area address(es):
49.1515.1515

Routing for area address(es):
49.1515.1515

Non-stop forwarding: Disabled
Most recent startup mode: Cold Restart
Topologies supported by IS-IS:
IPv4 Unicast
Level-1
Metric style (generate/accept): Narrow/Narrow
ISPF status: Disabled

Level-2
Metric style (generate/accept): Narrow/Narrow
ISPF status: Disabled

Redistributing:
static

Distance: 115
IPv6 Unicast
Level-1
ISPF status: Disabled

Level-2
ISPF status: Disabled

No protocols redistributed
Distance: 45

Interfaces supported by IS-IS:
GigabitEthernet 0/6/0/0 is running actively (active in configuration)

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。
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表 29：show protocols ipv4 のフィールドの説明

説明フィールド

システムのダイナミックホスト名。ホスト名は

hostnameコマンドを使用して指定されます。ダ
イナミックホスト名が不明であるか、hostname
dynamic disableコマンドが実行されている場
合、6オクテットシステム IDが使用されます。

System ID

ルータの IS-ISレベル。IS Levels

発信元ルータで手動で設定されているエリアア

ドレス。

Manual area address(es)

このルータによって提供されるルーティングの

エリアアドレス。

Routing for area address(es)

NSFのステータスと名前。Non-stop forwarding

最後に起動を行ったモード。Most recent startup mode

IS-ISが設定されているアドレスおよびサブアド
レスファミリ。

Topologies supported by IS-IS

IS-ISが受け付けるタイプ、長さ、値（TLV）オ
ブジェクト。この値を設定するには、コマンド

metric-style narrow, （75ページ）、metric-style
transition, （77ページ）、および metric-style
wide, （79ページ）を参照してください。

Metric style
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説明フィールド

この IS-ISインスタンスの iSPF設定の状態。次
の 4つの状態があります。

• Disabled：iSPFは設定されていませんが、
iSPFアルゴリズムで使用するトポロジが
Full SPFによって構築されるのを待ってい
ます。

• Dormant：iSPFは設定されていますが、初
期化の前に初期コンバージェンスを待って

います。

• Awake：iSPFは設定されていますが、iSPF
アルゴリズムで使用するトポロジが Full
SPFによって構築されるのを待っていま
す。

• Active：IS-ISは、新しいルート計算を実行
する必要がある場合に、iSPFアルゴリズ
ムの使用を考慮する準備ができています。

ISPF status

IS-ISは、IPスタティックルートをレベル 1ま
たはレベル 2に再配布するように設定されてい
ます。redistributeコマンドは、再配布を設定す
るために使用します。

Redistributing

アドミニストレーティブディスタンス。Distance

現在 IS-ISでサポートされているインターフェ
イスとその状態。運用ステータスと設定ステー

タスの両方が表示されます。

Interfaces supported by IS-IS

次に、IPv4アドレスファミリをディセーブルにする例を示します。show protocols ipv4コマンド
では、IS-IS IPv4インスタンスに対する出力は表示されません。

RP/0/RP0/CPU0:router# configure
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis uut
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# no address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# commit

RP/0/RP0/CPU0:router# show protocols ipv4
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shutdown（IS-IS）
特定のインターフェイス上で Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルをディ
セーブルにするには、インターフェイスコンフィギュレーションモードで shutdownコマンドを
使用します。IS-ISプロトコルを再びイネーブルにするには、このコマンドの no形式を使用しま
す。

shutdown

no shutdown

___________________
コマンドデフォルト IS-ISプロトコルはイネーブルです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、tenGigEインターフェイス 0/1/0/1上で IS-ISプロトコルをディセーブルにする例を示しま

す。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/1/0/1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# shutdown
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single-topology
IP Version 6（IPv6）が設定されている場合に IP Version 4（IPv4）のリンクトポロジを設定するに
は、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで single-topologyコマンドを使用します。
single-topologyコマンドをコンフィギュレーションファイルから削除してシステムをデフォルト
の状態に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

single-topology

no single-topology

___________________
コマンドデフォルト IPv4および IPv6用の独立したトポロジが単一のエリアまたはドメインで実行されているマルチト

ポロジモードで実行します。

___________________
コマンドモード IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン IPv6の Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）が IPv4ネットワークプロトコルととも

にインターフェイスに設定されるようにするには、single-topologyコマンドを使用します。すべて
のインターフェイスは同一のネットワークプロトコルセットで構成されている必要があります。

また、IS-ISエリア（レベル 1ルーティング用）またはドメイン（レベル 2ルーティング用）のす
べてのルータは、すべてのインターフェイスで同一のネットワーク層プロトコルセットをサポー

トする必要があります。

IPv6のシングルトポロジサポートが使用されている場合、古いスタイルのタイプ、長さ、値
（TLV）オブジェクトが使用され、IPv4（設定されている場合）および IPv6ルートの計算に単一
の Shortest Path First（SPF）個別レベルが使用されます。1つの SPFが使用されるため、IPv4 IS-IS
と IPv6 IS-ISの両方のルーティングプロトコルでネットワークトポロジを共有する必要がありま
す。

IPv4および IPv6でリンク情報が共有されるようにするには、アドレスファミリに single-topology
コマンドを設定する必要があります。シングルトポロジの IPv6モードでは、設定されたメトリッ
クは IPv4と IPv6の両方で常に同じです。
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___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、IPv6のシングルトポロジモードをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# net 49.0000.0000.0001.00
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv6 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# single-topology
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snmp-server traps isis
IS-ISで使用可能な簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）サーバ通知（トラップ）をイネー
ブルにするには、XRコンフィギュレーションモードで snmp-server trapsisisコマンドを使用し
ます。使用できるすべての SNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使
用します。

snmp-server traps isis {all| traps set}

no snmp-server traps isis {all| traps set}

___________________
構文の説明

すべての IS-IS SNMPサーバトラップを指定します。all

トラップ名のセットを指定します。traps set

___________________
コマンドデフォルト SNMPサーバのトラップ通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード XRコンフィギュレーションモード

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、IS-ISに使用できるすべての SNMPサーバトラップをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# snmp-server traps isis?
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adjacency-change isisAdjacencyChange
all Enable all IS-IS traps
area-mismatch isisAreaMismatch
attempt-to-exceed-max-sequence isisAttemptToExceedMaxSequence
authentication-failure isisAuthenticationFailure
authentication-type-failure isisAuthenticationTypeFailure
corrupted-lsp-detected isisCorruptedLSPDetected
database-overload isisDatabaseOverload
id-len-mismatch isisIDLenMismatch
lsp-error-detected isisLSPErrorDetected
lsp-too-large-to-propagate isisLSPTooLargeToPropagate
manual-address-drops isisManualAddressDrops
max-area-addresses-mismatch isisMaxAreaAddressesMismatch
orig-lsp-buff-size-mismatch isisOrigLSPBuffSizeMismatch
own-lsp-purge isisOwnLSPPurge
protocols-supported-mismatch isisProtocolsSupportedMismatch
rejected-adjacency isisRejectedAdjacency
sequence-number-skip isisSequenceNumberSkip
version-skew isisVersionSkew

RP/0/RP0/CPU0:router(config)#snmp-server traps isis all

次に、area-mismatch lsp-error-detectedトラップをイネーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# snmp-server traps isis area-mismatch
lsp-error-detected
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spf-interval
Shortest Path First（SPF）計算の IS-ISスロットリングをカスタマイズするには、アドレスファミ
リコンフィギュレーションモードで spf-intervalコマンドを使用します。デフォルト値に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

spf-interval [initial-wait initial| secondary-wait secondary|maximum-wait maximum] ... [level {1| 2}]

no spf-interval [[initial-wait initial| secondary-wait secondary|maximum-wait maximum] ...] [level {1|
2}]

___________________
構文の説明

トポロジ変更後の初期 SPF計算遅延（ミリ秒単位）。範囲は 0～
120000です。

initial-waitinitial

1回目の SPF計算と 2回目の SPF計算の間のホールドタイム（ミ
リ秒単位）。範囲は 0～ 120000です。

secondary-waitsecondary

2つの連続した SPF計算の間の最小時間（ミリ秒単位）。範囲は
0～ 120000です。

maximum-waitmaximum

（任意）レベル 1とレベル 2の SPF間隔設定を独立してイネーブ
ルにします。

level {1 | 2}

___________________
コマンドデフォルト initial-waitinitial：50ミリ秒

secondary-waitsecondary：200ミリ秒

maximum-waitmaximum：5000ミリ秒

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン SPF計算が実行されるのは、トポロジが変更されたときだけです。外部ルートが変更された場合

は実行されません。
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spf-intervalコマンドは、SPF計算を実行する頻度を制御するために使用します。SPF計算はプロ
セッサを大量に消費します。そのため、特にエリアが広くトポロジが頻繁に変わる場合に、この

計算を実行する頻度を制限することが有効です。SPFの間隔を長くすることで、ルータのプロセッ
サ負荷が減りますが、コンバージェンスの速度が遅くなる可能性があります。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、初期 SPF計算遅延を 10ミリ秒に設定し、2回の連続する SPF計算の最大間隔を 5000ミリ

秒に設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# spf-interval initial-wait 10 maximum-wait 5000
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spf prefix-priority（IS-IS）
RIB更新シーケンスをカスタマイズするために、IS-ISプレフィックスにプライオリティを割り当
てるには、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで spf prefix-priorityコマンドを使
用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

spf prefix-priority [level {1| 2}] {critical| high| medium} {access-list-name| tag tag}

no spf prefix-priority [level {1| 2}] {critical| high| medium} [access-list-name| tag tag]

___________________
構文の説明

（任意）プライオリティのレベル 1およびレベル 2への個別の割り
当てをイネーブルにします。

level {1 | 2}

criticalプライオリティを割り当てます。critical

highプライオリティを割り当てます。high

mediumプライオリティを割り当てます。medium

アクセスリストの名前。access-list-name

プライオリティを示すタグを指定します。tag引数の範囲は、1～
4294967295です。

tagtag

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、長さが 32の IPv4プレフィックスおよび長さが 128の IPv6プレフィックスには

プライオリティmediumが割り当てられます。それ以外のプレフィックスには lowプライオリティ
が割り当てられます。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0
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___________________
使用上のガイドライン spf prefix-priorityコマンドは、SPF実行後の RIBに対するプレフィックスの更新シーケンスを変

更するために使用します。IS-ISは、次のプライオリティ順序にしたがってRIBにプレフィックス
を導入します。

Critical > High > Medium > Low

spf prefix-priorityコマンドは、最初の 3つのプライオリティに対するプレフィックスリストをサ
ポートしています。一致しないプレフィックスは、lowプライオリティで更新されます。

spf prefix-priorityが指定されている場合、IPv4または IPv6のそれぞれ長さが 32または 128のプ
レフィックスに mediumのプライオリティを設定するというデフォルトの動作はディセーブルに
なります。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、プレフィックスのプライオリティを設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# ipv4 prefix-list isis-critical-acl
RP/0/RP0/CPU0:router(config-ipv4_pfx)# 10 permit 0.0.0.0/0 eq 32
!
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# ipv4 prefix-list isis-med-acl
RP/0/RP0/CPU0:router(config-ipv4_pfx)# 10 permit 0.0.0.0/0 eq 29
!
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# ipv4 prefix-list isis-high-acl
RP/0/RP0/CPU0:router(config-ipv4_pfx)# 10 permit 0.0.0.0/0 eq 30
!
RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis ring
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# spf prefix-priority critical isis-critical-acl
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# spf prefix-priority high isis-high-acl
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# spf prefix-priority medium isis-med-acl
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summary-prefix（IS-IS）
Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）プロトコルの集約アドレスを作成するには、ア
ドレスファミリコンフィギュレーションモードで summary-prefixコマンドを使用します。デフォ
ルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

___________________
構文の説明

ある範囲の IPv4アドレスに対して指定されたサマリーアドレス。address引
数は、4分割ドット付き 10進表記である必要があります。

address

IPv4または IPv6プレフィックスの長さ。これは、プレフィックス（アドレ
スのネットワーク部）を構成するアドレスの上位隣接ビット数を示す 10進
数値です。10進数値の前にスラッシュを付ける必要があります。

/prefix-length

IPv6プレフィックスの範囲に対して指定するサマリープレフィックスです。
ipv6-prefix引数は、RFC2373に記載された形式にする必要があり、16ビット
値をコロンで区切った 16進でアドレスを指定します。

ipv6-prefix

（任意）レベル 1またはレベル 2にルートを再配布し、設定されているアド
レスとマスク値で集約します。

level {1 | 2}

タグ値を設定します。値の範囲は 1～ 4294967295です。tagtag

___________________
コマンドデフォルト 再配布されるすべてのルートは個別にアドバタイズされます。

レベルを指定しない場合、レベル 1とレベル 2の両方が設定されます。

___________________
コマンドモード アドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン 複数のアドレスグループを特定のレベルに集約できます。他のルーティングプロトコルから学習

したルートも集約できます。サマリーをアドバタイズするために使用するメトリックは、より詳

細なすべてのルートのうち最も小さいメトリックです。summary-prefixコマンドは、ルーティン
グテーブルのサイズを小さくするために使用します。
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このコマンドは、リンクステートパケット（LSP）のサイズも小さくします。これにより、リン
クステートデータベースのサイズも小さくなります。また、要約アドバタイズメントは多数の個

別のルートに依存するため、安定性を強化するのにも役立ちます。個別のルートの 1つ以上がフ
ラップしても、このフラップが原因で要約アドバタイズメントがフラップすることはありません。

サマリーアドレスを使用する場合の欠点は、他のルートには、個々の宛先すべてに最適なルー

ティングテーブルを計算するための情報が少なくなることです。

IS-ISがサマリープレフィックスをアドバタイズするとき、サマリープレフィックスが IPルー
ティングテーブルに自動的に挿入されますが、「廃棄」ルートエントリとしてラベル付けさ

れます。ルーティングループを防ぐために、エントリに一致するパケットはすべてドロップ

されます。IS-ISがサマリープレフィックスのアドバタイズを停止すると、ルーティングテー
ブルエントリが削除されます。

（注）

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、Open Shortest Path First（OSPF）ルートを IS-ISに再配布する例を示します。

次に、Open Shortest Path First（OSPF）ルートを IS-ISに再配布する例を示します。OSPFルーティ
ングテーブルで、IPv6ルートは 3ffe:f000:0001:0000::/64、3ffe:f000:0002:0000::/64、
3ffe:f000:0003:0000::/64などに対して存在します。次に、3ffe:f000::/24のみが IPv6 IS-ISレベル 2
にアドバタイズされる例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 ipv6 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# redistribute ospf ospfv3 2 level-2
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# summary-prefix 10.10.10.10 3ffe:f000::/24 level-2
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# summary-prefix 10.10.10.10 3ffe:f000::/24 tag
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suppressed
IS-ISインターフェイスが、システムリンクステートパケット（LSP）で接続されたプレフィック
スをアドバタイズせずに、隣接の形成に参加できるようにするには、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードで suppressedコマンドを使用します。接続されたプレフィックスのアドバ
タイズをイネーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

suppressed

no suppressed

___________________
コマンドデフォルト インターフェイスはアクティブです。

___________________
コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン suppressedコマンドは、IS-ISが保持する必要のあるルートの数を減らし、障害が隔離された後の

コンバージェンス時間を短縮するために使用します。ネットワーク全体でコマンドを使用するこ

とにより、効果が顕著になります。ドメイン内の他のルータは、影響のある接続されたプレフィッ

クスにルートを導入しません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、接続されたプレフィックスの tenGigEインターフェイス 0/1/0/1上でのアドバタイズをディ

セーブルにする例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/1/0/1
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# suppressed
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tag（IS-IS）
IS-ISインターフェイスのプレフィックス付きのタグを関連付けてアドバタイズするには、イン
ターフェイスアドレスファミリコンフィギュレーションモードで tagコマンドを使用します。
デフォルトの動作に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

tag tag

no tag [ tag ]

___________________
構文の説明

インターフェイスタグ。範囲は 1～ 4294967295です。tag

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、タグの関連付けもアドバタイズも行われません。

___________________
コマンドモード インターフェイスアドレスファミリコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、インターフェイスタグの関連付けとアドバタイズを行う例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# interface tenGigE 0/3/0/0
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if)# address-family ipv4 unicast
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-if-af)# tag 234

Cisco NCS 5000 シリーズルータのルーティングコマンドリファレンス
211

IS-IS コマンド
tag（IS-IS）



topology-id
マルチキャストルーティングテーブルを設定する際に、ドメイン内の 1つのトポロジを区別する
には、Intermediate System-to-Intermediate System（IS-IS）アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンサブモードで topology-idコマンドを使用します。トポロジをディセーブルにするには、コマン
ドの no形式を使用します。

topology-id isis-multicast-topology-id-number

no topology-id isis-multicast-topology-id-number

___________________
構文の説明

特定の IS-ISマルチキャストトポロジの ID番号。範囲は
6～ 4095です。

isis-multicast-topology-id-number

___________________
コマンドデフォルト デフォルトでは、ルーティングテーブルに関連付けられたトポロジはありません。

___________________
コマンドモード IS-ISアドレスファミリ設定

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン

___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、IS-ISルーティングのマルチキャストルーティングテーブルにおいて、トポロジを区別す

る例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)# router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)# address-family ipv4 multicast topology green
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RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis-af)# topology-id 2666
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trace（IS-IS）
IS-ISのバッファサイズを設定するには、XRコンフィギュレーションモードで traceコマンドを
使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

trace [detailed| severe| standard] max-trace-entries

no trace [detailed| severe| standard]

___________________
構文の説明

詳細トレースのためのバッファ

サイズを指定します。範囲は%
～ %です。

detailed

重大トレースのためのバッファ

サイズを指定します。範囲は%
～ %です。

severe

標準トレースのためのバッファ

サイズを指定します。範囲は%
～ %です。

standard

トレースエントリの最大数を設

定します。範囲は 1～ 20000で
す。

max-trace-entries

___________________
コマンドデフォルト なし

___________________
コマンドモード ルータ IS-ISコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。リリース 6.0

___________________
使用上のガイドライン このコマンドの使用に影響する特定のガイドラインはありません。

   Cisco NCS 5000 シリーズルータのルーティングコマンドリファレンス
214

IS-IS コマンド
trace（IS-IS）



___________________
タスク ID 動作タスク ID

読み取り、書き込みisis

___________________
例 次に、重大トレースのための IS-ISのバッファサイズを 1200に設定する例を示します。

RP/0/RP0/CPU0:router(config)#router isis isp
RP/0/RP0/CPU0:router(config-isis)#trace sever 1200
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